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これからの有田の将来展望について議論

町政 ここが知りたい
　一般質問 11人が町政を問う

9ｐ～19ｐ

平成28年度 一般会計
　　　６億4,192万円を増額補正

4ｐ

議 会 活 動 21ｐ

▲晴天に恵まれたこの日、曲川小学校で運動会が開催

　されました（10月２日）

　　　　　　競技の一場面。お父さんをおんぶできるほど

　　　　　　「こんなに大きくなりました！」

▲

2016年は有田焼創業400年です。

一等賞目指して、

　　いちについて、よーい！

一等賞目指して、

　　いちについて、よーい！
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収入総額　103億847万円

��財政の健全性について（監査委員の決算審査意見書から）

　平成27年度の一般会計の歳入歳出の決算状況は歳入総額 10,308,472,426円で前年比581,204,557円（6.0％）の増。一方、

歳出総額は9,833,412,098円で前年比515,630,957円（5.5％）の増。差引額475,060,328円は翌年度へ繰り越されています。

�歳入の増加はふるさと納税等の寄付金が312,255千円（1865.9％）と大きく増加しました。また、消費税の引き上げで交付率

が増加した地方消費税交付金が163,891千円（70.8％）の増加。基金よりの繰入れや特別会計繰入による繰入金が211,711千

円（150.9％）の増加。町債による歳入増は181,724千円（26.5％）は合併振興基金を創設し、その基金確保のために2億円の合

併特例債の発行によるものです。一方減少は法人町民税や固定資産税の減少で、町税が59,074千円（3.3％）の減、県支出金

が72,784千円（9.1％）減、国庫支出金が31,306千円（2.9％）の減と県や国からの支出金が減少しました。その他分担金負担金

が37,404千円（27.3％）、諸収入が26年度　公共下水道事業への貸付けた1億円が今年度は発生しなかったことにより償還が

なく130,476千円（39.2％）の減等が主なものです。

�　一方、歳出の増加はふるさと納税の寄付金や合併振興基金の繰り出し等を処理したため、総務費が590,562千円（37.5％）

の増加、文化体育館の改修事業（124,757千円）や教育施設整備基金積立（81,000千円）などにより教育費が254,140千円（34.2

％）の増、有田焼創業400年に関連した事業により商工費が83,419千円（28.7％）の増、社会資本整備総合交付金事業の土木

費が76,284千円（19.7％）の増加が主なものです。一方減少は、町立保育園新築事業の終了や臨時福祉給付金の減少による民

生費が306,088千円（10.1％）の減、公債費はここ数年繰上償還したため定時償還が減少しました。今年度も繰上償還は

85,699千円を行ないましたが、前年比174,026千円（15.1％）の減、諸支出金は公営企業会計への支出金の内、公共下水道事

業の処理施設の建設が終わったため76,377千円（15.7％）の減等が主なものです。今年度歳入歳出ともかなりの伸びがありま

したが、それはふるさと納税の寄付金や合併振興基金にかかるもの等基金の取り崩しや積立などが歳入と歳出に加算される

ために増加したもので、それが大きな要因と思われ、全体として事業の執行による歳入歳出は前年と変わらないと思われます。

　町でま
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お

金
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％

町税　負担総額割合 町税　１世帯当たり負担料 町税　１人当たり負担料

分担金及負担金
1％

使用料及手数料
1％

町　税

17％

町　債

8％

県支出金

7％

地方交付税

37％

繰越金
4％

繰入金
4％

国庫
支出金
10％

諸収入など
6％

町 民 税
41％

軽自動車税
3％

固定資産税
48％

その他交付金　5％

町 民 税
92,610円

町たばこ税　
16,922円

固定資産税
　107,716円

町 民 税
34,864円

固定資産税
　　40,551円

軽自動車税
2,685円

軽自動車税
7,133円

町たばこ税　
6,370円

町たばこ税　
8％

国・県・借金
に
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歳　入

103億847万円

一般会計決算

平成27年度決算書参考
（平成28年3月31日現在の
　人口20,674人・7,783世帯で計算）
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平成27年度支出総額　98億3,341万円

議 会 費

5,706円
議員報酬など

総 務 費

104,662円
総務管理、財産管理、
地域振興、税務処理等

民 生 費

132,434円
児童、高齢者、障害者
の福祉の推進など

衛 生 費

42,964円
ゴミ、し尿の処理や健
康増進事業など

労 働 費

648円
労働者の福祉、婦人の
地位向上の委託

農林水産業費

13,032円
農業、林業、畜産業な
どの振興

町民一人当た
り使った金額

475,641円

商 工 費

18,107円
商業、観光の振興

土 木 費

22,454円
�道路、公園、公営住宅
の整備、管理

消 防 費

19,144円
消防活動や救急業務
等

教 育 費

48,216円
学校の管理運営や施設
整備、生涯学習の推進

災害復旧費

1,171円
災害の復旧

公 債 費

47,228円
これまでの施設整備な
どで借りたお金の返済

●町民一人当たり使った金額の内訳（一般会計）

総 務 費

22％

公 債 費

10％

諸支出金　4％

災害復旧費　0％

議 会 費　1％

商 工 費　4％

農林水産業費　3％

労 働 費　0％

教 育 費

10％

消 防 費
4％

土 木 費
5％ 民 生 費

28％

衛 生 費

9％

※金額は円単位未満切捨ての
　ため合計は一致しません。

※金額は万円単位未満切捨てのため、合計金額が異なる場合があります。

諸支出費

19,871円
公営企業に対する補
助金等

歳　出

98億3,341万円

今後も財政が厳しくなる中での財政
運営には十分配慮をお願いします。
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平成28年度

一般会計予算103億7,221万円に
6億4,192万円を増額補正

ありた「半農半陶」推進事業 「お試し有田暮らし」住宅他 200万円

有 田 町 感 謝 祭 事 業 有田焼創業400年・合併10周年記念感謝祭 201万円

有 田 小 学 校 改 築 事 業 有田小学校改築工事他 6,976万円

歴史と文化の森公園管理事業 施設修繕費他

現年災害復旧工事費

336万円

公 共土木災害復旧事業 400万円

主 な 事 業 金　額内　　　　　容

○特別会計

○企業会計

特別会計・企業会計補正

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計

浄 化 槽 整 備 推 進 事 業

水 道 事 業 会 計

（償還金及び還付加算金等）

（後期高齢者医療広域連合納付金）

（基金積立金、償還金及び還付加算金）

資本的収入（建築改良企業債、国庫補助金）

資本的支出（施設建設費）

収益的収入（引当金戻入益）

収益的支出（総係費、資産消耗費)

資本的収入（補助金）

収益的収入（雑収益、引当金戻入益）

収益的支出（原水浄水費、配水給水費）

資本的収入（負担金）

資本的支出（配水管布設費、配水施設費）

1,783千円

△867千円

1億7,135千円

△12,790千円

△13,380千円

24千円

5,741千円

3,162千円

2,224千円

1,820千円

1,800千円

18,230千円

平成28年 第10回定例会（9月議会）

平成28年9月議会は9月5日から16日まで12日間の会期で開催されました。

�本年度一般会計補正予算案など14議案が上程されました。
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人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて1 賛成全員

提　　　　出　　　　議　　　　案 採決の結果議案順位

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて2 賛成全員

平成27年度有田町一般会計決算認定及び同特別会計決算認定について3 賛成全員

4 賛成全員

契約の変更について5 賛成全員

6 賛成多数

平成28年度有田町国民健康保険特別会計補正予算(第2号)について7 賛成全員

平成28年度有田町後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号)について8 賛成全員

平成28年度有田町介護保険特別会計補正予算(第2号)について9 賛成全員

平成28年度有田町公共下水道事業会計補正予算(第2号)について10 賛成全員

平成28年度有田町農業集落排水事業会計補正予算(第2号)について11 賛成全員

平成28年度有田町浄化槽整備推進事業会計補正予算(第2号)について12 賛成全員

平成28年度有田町水道事業会計補正予算(第2号)について13 賛成全員

契約の変更について14 賛成全員

※各議案は、関係委員会で予備審査をして本会議に付されます。予備審査の詳細は別掲する委員会報告をご覧ください。

平成28年　第10回定例会における議案の審議結果平成28年　第10回定例会における議案の審議結果

有田小学校基礎工事着工を承認
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９月定例議会委員会審議

産
業
建
設
常
任
委
員
会

商
工
、
環
境
、
農
林
、
土
木
建
設
、
上
・
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
浄
化
槽
、
宅
地

分
譲
な
ど
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

審
議
し
ま
す
。

（
委
員
会
構
成
議
員　

５
人
）

�

委

員

長　

久
保
田　

均

副
委
員
長　

古
賀　

四
郎

▼
平
成
27
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
決
算
認
定
及
び
同
特
別
会

　

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

立
部
委
員　

河
川
の
水
質
検
査

　

場
所
は
。

�

住
民
環
境
課
長　

岩
崎
堰
、
不

　

燃
物
捨
場
下
、
穂
場
の
尾
橋

　

下
、
黒
川
橋
下
流
、
志
尾
里

　

橋
上
流
、
柳
渡
瀬
橋
で
あ
る
。

�

浦
川
委
員　

有
田
南
部
工
業
団

　

地
の
借
入
金
利
率
の
銀
行
間

　

格
差
は
な
ぜ
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

借
入
金
額
、

　

償
還
方
法
に
よ
っ
て
利
率
が

　

異
な
る
。
見
積
り
は
町
内
金

　

融
機
関
の
複
数
社
か
ら
も
ら

　

っ
て
い
る
。

�

立
部
委
員　

南
部
工
業
団
地
は

　

償
還
が
始
ま
っ
た
。
今
後
の

　

こ
と
を
明
確
に
示
し
て
ほ
し

　

い
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

水
環
境
の

　

整
備
に
8
億
か
ら
10
億
円
が
必

　

要
だ
。
販
売
単
価
が
県
内
で    

　

最
も
高
く
、
こ
れ
が
い
ち
ば

　

ん
の
課
題
。
県
の
企
業
立
地

　

課
と
情
報
連
携
を
図
り
な
が

　

ら
進
め
て
い
く
。

�
�（

採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

��

▼
平
成
28
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

　

つ
い
て

�
浦
川
委
員　

ご
み
集
積
設
置
補

　

助
は
続
け
る
の
か
。

�

住
民
環
境
課
長　

続
け
る
。

�

立
部
委
員　

商
工
振
興
団
体
支

　

援
事
業
の
１
０
０
万
円
増
額

　

内
容
は
。

�

商
工
観
光
課
長　

国
の
制
度
で

　

あ
り
、
起
業
す
る
事
業
者
に

　

創
業
支
援
を
す
る
も
の
。

�

金
武
委
員　

泉
山
大
谷
線
に
つ

　

い
て
20
数
年
前
に
出
さ
れ
た

　

「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
目

　

的
は
そ
の
ま
ま
有
効
か
。

�

建
設
課
長　

今
回
の
２
期
工
事

　

金
額
は
相
当
掛
か
る
。
工
事

　

内
容
を
十
分
精
査
し
て
開
始

　

す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。

��

金
武
委
員　

①
電
線
地
中
化
同

　

意
に
関
し
て
、
自
分
の
と
こ

　

ろ
に
設
置
さ
れ
た
ら
同
意
す

　

る
の
か
と
い
う
聞
き
方
な
の

　

か
。
②
同
意
な
し
と
不
明
者

　

の
と
こ
ろ
は
計
画
に
入
れ
ず
、

　

詳
細
設
計
に
入
る
の
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

①
同
意
に

　

つ
い
て
、
詳
細
設
計
が
終
わ

　

ら
な
け
れ
ば
地
上
機
の
設
置

　

場
所
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う

　

状
況
に
お
い
て
、
地
上
機
の

　

設
置
場
所
の
如
何
を
問
わ
ず
、

　

話
し
合
い
に
応
じ
て
い
た
だ

　

く
こ
と
の
同
意
。
②
未
同
意

　

や
回
収
で
き
な
か
っ
た
人
の

　

部
分
は
、
詳
細
設
計
が
で
き

　

て
か
ら
わ
か
っ
て
く
る
の
で
、

　

一
概
に
除
く
か
ど
う
か
は
今

　

の
段
階
で
は
言
え
な
い
。

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

��

▼
議
案
第
64
号　

平
成
28
年
度

　

有
田
町
公
共
下
水
道
事
業
会

　

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

　

つ
い
て

�
（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

���

▼
議
案
第
65
号　

平
成
28
年
度

　

有
田
町
農
業
集
落
排
水
事
業

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

に
つ
い
て

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

��
�

▼
議
案
第
66
号　

平
成
28
年
度

　

有
田
町
浄
化
槽
整
備
推
進
事

　

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

に
つ
い
て

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

��

▼
議
案
第
67
号　

平
成
28
年
度

　

有
田
町
水
事
業
会
計
補
正
予

　

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

�

金
武
委
員　

白
川
浄
水
と
龍
門

　

水
の
実
態
は
。

�

上
下
水
道
課
長　

現
在
利
用
し

　

て
い
る
の
は
白
川
４
５
０
０

　

ト
ン
、
竜
門
１
６
０
０
ト
ン
。

　

岳
30
ト
ン
利
用
。
白
川
浄
水

　

場
は
4
系
列
あ
り
、
常
時
フ

　

ル
回
転
で
は
な
く
、
ど
れ
か

　

の
系
列
は
休
ま
せ
て
い
る
。

　

白
川
系
を
龍
門
系
に
ま
わ
す

　

こ
と
に
な
れ
ば
フ
ル
回
転
す

　

る
こ
と
に
な
り
運
転
管
理
に

　

支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
る
。

　

龍
門
ダ
ム
の
表
面
が
緑
色
だ

　

っ
た
が
、
8
月
23
日
以
降
は

　

消
え
て
い
る
。
水
が
汚
く
な

　

っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

�

浦
川
委
員　

町
内
に
水
道
が
な

　

い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
か
。
ま

　

た
今
後
、
設
置
す
る
予
定
は
。

�

上
下
水
道
課
長　

未
整
備
地
区

　

が
山
本
、
北
ノ
川
内
、
楠
ノ

　

木
原
区
の
一
部
に
あ
る
。
今

　

ま
で
も
設
置
の
陳
情
は
あ
る

　

が
、
２
億
円
以
上
の
費
用
が

　

か
か
る
た
め
、
状
況
を
み
な

　

が
ら
対
応
し
た
い
。

�

浦
川
議
委
員　

水
道
の
検
針
員

　

の
契
約
状
況
は
。

�

上
下
水
道
課
長　

現
在
個
人
で

　

15
人
。
団
体
が
１
団
体
。
契

　

約
は
１
年
単
位
。
検
針
１
件

　

あ
た
り
70
円
＋
消
費
税
で
契

　

約
。
検
針
員
が
病
気
で
で
き

　

な
い
場
合
、
職
員
で
対
応
し

　

て
い
る
。
検
診
員
の
交
代
に

　

つ
い
て
は
継
続
の
確
認
を
し

　

て
い
る
。
県
内
で
も
４
自
治

　

体
で
は
会
社
組
織
と
契
約
を

　

行
っ
て
い
る
。
今
後
検
討
し

　

た
い
。

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
民
生
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
、

教
育
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議

し
ま
す
。

�
（
委
員
会
構
成
議
員　

５
人
）

� 　

委

員

長　

蒲
原
多
三
男

�

副
委
員
長　

松
尾　

佳
昭

▼
平
成
27
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
決
算
認
定
及
び
同
特
別
会

　

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

今
泉
委
員　

扶
助
費
の
支
給
申

　

請
の
説
明
、
生
活
保
護
対
象

　

者
の
預
貯
金
な
ど
の
柔
軟
な

　

対
応
は
。

�

健
康
福
祉
課
長　

生
活
保
護
の

　

認
定
状
況
に
つ
い
て
平
成
27

　

年
度
が
増
、
申
請
件
数
も
増
。

　

却
下
や
取
下
げ
は
、
預
貯
金

　

な
ど
が
あ
る
人
が
該
当
す
る
。

　

廃
止
は
年
金
受
給
開
始
や
死

　

亡
な
ど
が
あ
る
。
町
は
受
付

　

や
相
談
業
務
を
行
い
、
認
定

　

は
伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所

　

が
行
う
。
少
額
な
預
貯
金
が

　

あ
る
人
に
は
民
生
委
員
と
情

　

報
共
有
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

�

梶
原
委
員　

有
田
小
学
校
建
築

　

検
討
委
員
会
の
開
催
状
況
と

　

メ
ン
バ
ー
は
。

�

学
校
教
育
課
長　

平
成
26
年
は

　

３
回
。
平
成
27
年
は
、
基
本

　

設
計
が
終
わ
る
ま
で
の
目
的

　

で
１
回
。
メ
ン
バ
ー
は
Ｐ�

Ｔ

　

Ａ
会
長
、
О
Ｂ
、
学
校
関
係

　

者
、
地
元
総
区
長
会
代
表
な

　

ど
10
人
で
構
成
。

�

松
尾
委
員　
　

の
博
の
管
理
状

　

況
と
、
実
績
報
告
の
中
に
管

　

理
作
業
の
具
体
的
報
告
も
追

　

加
を
。

�

生
涯
学
習
課
長　

今
後
も
管
理

　

指
導
を
徹
底
し
て
い
く
。
毎

　

月
の
管
理
報
告
を
も
と
に
年

　

間
報
告
と
し
提
出
し
た
い
。

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

��

▼
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

有
田
異
人
館
保
存
修
理
工
事

　

請
負
契
約
の
一
部

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

���

▼
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　

号
）
に
つ
い
て

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

��

▼
平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

に
つ
い
て

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

�

�

▼
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

に
つ
い
て

�

今
泉
委
員　

６
月
補
正
で
介
護

　

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
が
あ
っ
た
が

　

予
定
通
り
で
き
な
か
っ
た
説

　

明
を
。

�

健
康
福
祉
課
長　

国
全
体
の
予

　

算
額
に
対
し
申
請
額
が
大
き

　

く
上
回
り
、
補
助
金
が
減
額

　

変
更
さ
れ
た
。
減
額
補
正
で

　

報
告
を
し
て
い
く
。

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

���

▼
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　

号
）
に
つ
い
て

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

���

▼
平
成
28
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

　

つ
い
て

�

今
泉
委
員　

難
病
認
定
の
児
童

　

に
つ
い
て
、
現
状
を
把
握
す

　

る
た
め
県
と
連
絡
を
密
に
し

　

て
は
。

�

健
康
福
祉
課
長　

小
児
慢
性
特

　

定
疾
病
の
対
象
者
は
19
人
。

　

個
別
で
は
情
報
共
有
し
県
や

　

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応

　

す
る
。

�

梶
原
委
員　

し
ら
か
わ
保
育
園

　

の
今
後
は
。

�

住
民
環
境
課
長　

町
内
の
保
育

　

入
園
率
が
１
０
０
％
を
越
え

　

て
い
な
い
。
公
立
で
の
運
営

　

は
財
政
的
に
難
し
い
た
め
、

　

民
間
の
力
を
借
り
た
運
営
を

　

検
討
。

�

今
泉
委
員　

お
お
ぎ
保
育
園
の

　

園
舎
の
利
用
要
望
は
あ
る
の

　

か
。

�

住
民
環
境
課
長　

園
舎
に
備
品

　

は
な
い
。
園
庭
は
大
木
宿
地

　

区
で
管
理
し
て
い
る
。
園
舎

　

は
、
高
齢
者
と
子
ど
も
の
憩

　

い
の
場
を
と
の
要
望
は
あ
る
。

　

近
い
う
ち
に
計
画
を
練
り
上

　

げ
た
い
。

�

梶
原
委
員　

有
田
小
学
校
改
築

　

事
業
に
つ
い
て
、
実
施
設
計

　

の
進
捗
と
地
域
に
開
か
れ
た

　

学
校
づ
く
り
や
、
セ
キ
ュ
リ

　

テ
ィ
、
ま
た
放
課
後
教
室
な

　

ど
は
。

�

学
校
教
育
課
長　

実
施
設
計
は

　

最
終
的
な
修
正
段
階
。
基
本

　

的
に
は
子
ど
も
が
い
る
と
き

　

は
一
般
の
人
は
入
ら
な
い
。

　

放
課
後
の
利
用
を
予
定
し
て

　

い
る
。

�
生
涯
学
習
課
長　

放
課
後
児
童

　

教
室
は
子
ど
も
の
安
全
を
考

　

え
校
舎
近
く
に
検
討
中
。

�

今
泉
委
員　

有
田
小
学
校
と
同

　

様
に
、
県
内
で
児
童
数
が
少

　

な
い
学
校
は
。

�

教
育
長　

県
内
で
有
田
小
学
校

　

よ
り
少
な
い
の
は
46
校
あ
る
。

　

す
ぐ
に
統
合
と
い
う
状
況
で

　

は
な
い
。

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

�

※
委
員
会
審
議
と
は

　

議
案
の
中
で
各
常
任
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
内
容
を
審

議
す
る
も
の
で
す
。
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９月定例議会委員会審議

�

（
委
員
会
構
成
議
員　

6
名
）

�

委

員

長　

原
田　

一
宏

�

副
委
員
長　

手
塚　

英
樹�

▼
平
成
27
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
決
算
認
定
及
び
同
特
別
会

　

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

手
塚
委
員　

最
終
予
算
額
に
対

　

す
る
執
行
率
の
歳
出
が
89
・

　

２
％
に
な
っ
た
原
因
は
。

�

財
政
課
長　

ふ
る
さ
と
納
税
が

　

途
中
か
ら
入
っ
て
き
た
影
響

　

と
思
わ
れ
る
。

�

藤
委
員　

固
定
資
産
税
の
不
納

　

欠
損
の
状
況
は
。

�

税
務
課
長　

不
納
欠
損
処
分
等

　

を
適
正
に
行
う
た
め
に
、
滞

　

納
処
分
の
執
行
停
止
基
準
を

　

定
め
て
い
る
。
生
活
扶
助
を

　

受
け
て
い
る
人
、
相
続
放
棄

　

に
よ
る
相
続
人
不
存
在
、
所

　

在
不
明
、
会
社
倒
産
な
ど
に

　

よ
り
資
力
が
著
し
く
窮
迫
し

　

て
い
る
人
が
対
象
で
あ
る
。

　

執
行
停
止
後
３
年
経
過
で
不

　

納
欠
損
（
27
年
度
40
件
）
と

　

な
る
が
、
実
情
把
握
の
た
め

　

に
財
産
等
の
調
査
を
継
続
し

　

て
行
っ
て
い
る
。

�

池
田
委
員　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

　

グ
の
委
託
費
が
増
え
て
い
る

　

の
は
な
ぜ
か
。

�

総
務
課
長　

平
成
26
年
度
は
９

　

月
１
日
か
ら
半
年
分
の
委
託

　

費
で
、
27
年
度
は
１
年
分
で

　

あ
る
。
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

　

委
託
額
（
１
億
１
９
３
８
万
８

　

１
２
０
円
）
が
直
営
臨
時
試
算

　

額
（
９
４
７
２
万
９
１
８
５

　

円
）
よ
り
高
額
で
あ
る
が
、

　

委
託
す
る
こ
と
で
職
員
の
減
、

　

労
務
管
理
上
の
事
務
作
業
が

　

減
る
。
委
託
に
よ
り
経
験
の

　

あ
る
方
に
継
続
し
て
働
い
て

　

も
ら
え
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

�

池
田
委
員　

持
ち
家
奨
励
金
は

　

町
内
の
方
が
新
た
に
家
を
建

　

て
た
場
合
も
対
象
な
の
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

自
分
の
名

　

義
で
新
た
に
町
内
に
改
築
し

　

た
場
合
も
対
象
に
な
る
。

�

池
田
委
員　

定
住
者
を
増
や
す

　

目
的
で
あ
れ
ば
、
持
ち
家
奨

　

励
金
を
出
す
よ
り
、
町
外
か

　

ら
の
奨
励
金
を
増
や
す
べ
き

　

で
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

定
住
支
援

　

と
い
う
こ
と
で
、
持
ち
家
奨

　

励
金
は
町
外
へ
出
な
い
よ
う

　

に
す
る
な
ど
転
出
抑
制
も
加

　

味
し
て
い
る
。

�

池
田
委
員　

転
入
奨
励
金
の
条

　

件
（
町
外
５
年
居
住
）
は
厳

　

し
い
の
で
は
。

�

財
政
課
長
（
前
担
当
者
）　

転
入

　

奨
励
金
に
該
当
し
な
い
場
合

　

で
も
持
ち
家
奨
励
金
は
町
内

　

に
居
住
さ
れ
て
い
る
人
が
対

　

象
と
な
る
た
め
、
い
ず
れ
か

　

の
奨
励
金
を
利
用
で
き
る
。

�

松
永
委
員　

土
地
開
発
公
社
か

　

ら
購
入
し
た
中
樽
の
土
地
の

　

現
状
は
。　

�

財
政
課
長　

一
部
は
駐
車
場
と

　

し
て
利
用
し
て
い
る
。
残
り

　

は
今
後
検
討
し
た
い
。

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

��

▼
有
田
町
特
別
職
の
職
員
で
非

　

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

　

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

�

藤
委
員　

学
校
運
営
協
議
会
の

　

設
置
や
今
後
の
方
向
性
は
。

�
学
校
教
育
課
長　

学
校
運
営
協

　

議
会
に
は
、
①
学
校
運
営
の

　

基
本
方
針
の
承
認
②
学
校
運

　

営
へ
の
意
見
、
教
育
委
員
会

　

・
校
長
へ
意
見
を
述
べ
る
こ

　

と
が
で
き
る
③
教
職
員
の
任

　

用
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
へ

　

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

　

る
、
と
い
う
大
き
な
３
つ
の

　

目
的
が
あ
る
。
従
来
の
学
校

　

評
議
員
制
度
と
は
異
な
る
も

　

の
で
、
権
限
が
つ
い
て
く
る
。

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

��

▼
平
成
28
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

　

つ
い
て

�

藤
委
員　

地
方
交
付
税
が
１
億

　

２
４
０
７
万
５
千
円
の
増
額

　

補
正
だ
が
、
前
年
度
に
比
べ

　

て
、
１
億
４
千
万
円
の
減
額
。

　

今
後
の
推
移
は
。

�

財
政
課
長　

今
年
度
は
想
定
外

　

の
実
態
で
、
人
口
減
が
大
き

　

な
要
因
。
今
後
も
確
実
に
落

　

ち
て
く
る
。
最
終
的
に
は
３

　

億
５
千
万
円
ほ
ど
落
ち
る
と

　

想
定
し
て
い
る
。

�

池
田
委
員　

ふ
る
さ
と
納
税
が

　

増
え
れ
ば
、
地
方
交
付
税
が

　

減
る
の
で
は
。

�

財
政
課
長　

今
の
と
こ
ろ
関
連

　

は
な
い
が
、
国
の
動
向
を
注

　

意
し
て
い
き
た
い
。

�

藤
委
員　

「
半
農
半
陶
推
進
事

　

業
」
に
つ
い
て
の
方
針
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

こ
の
事
業

　

は
農
業
や
窯
業
へ
の
本
格
的

　

な
従
事
へ
の
支
援
が
目
的
で

　

は
な
い
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

を
示
し
て
、
有
田
の
魅
力
を

　

活
か
し
発
信
し
て
い
く
こ
と

　

で
、
移
住
者
を
取
り
込
ん
で

　

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

　

る
。
交
付
金
の
対
象
と
し
て
、

　

農
業
１
本
で
は
難
し
い
。
有

　

田
の
強
み
は
窯
業
な
の
で
、

　

そ
こ
に
絡
め
て
、
移
住
者
を

　

増
や
す
た
め
に
体
験
を
通
し

　

て
有
田
で
お
試
し
移
住
を
勧

　

め
て
い
く
。
そ
の
先
に
後
継

　

者
育
成
に
つ
な
げ
て
い
け
れ

　

ば
と
思
っ
て
い
る
。

�

藤
委
員　

町
内
で
も
危
険
事
例

　

が
あ
る
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
購

　

入
に
よ
る
防
犯
対
策
は
。

�

総
務
課
長　

防
犯
カ
メ
ラ
は
移

　

動
式
で
、
三
代
橋
駅
に
設
置

　

す
る
。
他
の
駅
も
ほ
と
ん
ど

　

が
無
人
駅
で
あ
り
、
検
討
が

　

必
要
。
警
察
に
見
回
り
の
要

　

望
は
し
て
い
る
。

�

原
田
委
員
長　

文
化
財
盗
掘
で

　

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

�

学
校
教
育
課
長　

文
化
財
保
護

　

審
議
会
で
話
が
出
た
が
、
予

　

算
的
に
も
無
理
が
あ
り
、
協

　

議
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状

　

況
で
あ
る
。

�

松
尾
委
員　

地
域
お
こ
し
協
力

　

隊
導
入
費
も
上
が
っ
て
い
る

　

が
、
協
力
隊
の
成
功
事
例
研

　

修
の
た
め
の
先
進
地
派
遣
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

全
国
の
協

　

力
隊
と
情
報
交
換
を
し
な
が

　

ら
連
携
し
て
い
る
。

�

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
多
数

総
務
常
任
委
員
会
総
務
に
関
す
る
こ
と
、
他
の
委
員
会

に
属
し
な
い
こ
と
、
全
般
に
つ
い
て

審
議
し
ま
す
。
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般

質

問

9

町
政
を

徹
底
追
求
！

答 今後の在り方を研究、戦略的に計画立案中

450年、500年の構想委員会の設立を

松尾 佳昭議員

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

有
田
町
の
将
来
展
望

▽
子
ど
も
議
会
の
復
活

�

議
員　

小
中
学
生
が
有
田
町

に
興
味
を
持
つ
大
き
な
機
会

と
な
る
。
過
去
の
実
績
と
、

子
ど
も
議
会
の
復
活
は
。

�

教
育
長　

平
成
23
年
１
月
、

有
田
中
学
校
と
西
有
田
中
学

校
の
生
徒
が
各
７
人
ず
つ
参

加
し
執
行
部
に
質
問
し
た
。

開
催
に
は
、
議
会
、
執
行
部
、

指
導
す
る
学
校
、
児
童
生
徒

に
も
全
体
的
な
配
慮
が
必
要

で
、
時
間
、
指
導
、
一
部
参

加
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
よ

り
長
く
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
で
き
る
形
を
考
え

て
い
き
た
い
。　

�

▽
学
生
の
意
見
を
反
映

　

さ
せ
た
町
づ
く
り

�

議
員　

佐
賀
大
学
芸
術
地
域

デ
ザ
イ
ン
学
部
が
今
年
４
月

開
設
さ
れ
た
。
議
会
と
し
て

表
敬
訪
問
を
し
た
。
町
と
し

て
働
き
か
け
は
し
た
の
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

学
生
が

４
月
に
有
田
町
を
訪
問
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
。

８
月
に
大
学
・
県
・
町
の
関
係

者
が
集
ま
り
協
議
を
開
催
。

大
学
か
ら
有
田
キ
ャ
ン
パ
ス

開
設
に
よ
る
地
元
の
支
援
・

協
力
を
お
願
い
さ
れ
て
い
る
。

今
後
学
部
長
に
は
総
合
計
画

の
審
議
会
の
専
門
委
員
へ
の

加
入
も
予
定
し
て
い
る
。

�

議
員　

20
代
前
後
の
今
後
を

担
う
世
代
と
の
情
報
交
換
で

先
を
見
据
え
た
町
づ
く
り
が

可
能
で
は
な
い
か
。
佐
大
生
、

町
内
在
住
学
生
ら
と
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
は
。

�

町
長　

基
本
的
に
は
人
材
育

成
と
い
う
面
で
地
域
が
ど
う

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
地
域

が
そ
の
環
境
づ
く
り
を
ど
う

で
き
る
か
を
中
心
に
話
し
て

い
る
。
教
育
に
ど
う
行
政
と

し
て
関
わ
っ
て
い
け
る
の
か

整
理
し
て
い
る
。
常
に
交
流

を
持
ち
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず

本
音
が
き
け
る
場
、
機
会
を

作
り
た
い
。　

�

▽
婚
活
・
移
住
・
定
住

� 　

支
援
事
業

�

議
員　

近
年
の
有
田
町
の
結

婚
の
実
績
は
。
単
独
で
の
取

り
組
み
も
あ
る
が
、
近
隣
市

町
、
特
に
日
本
遺
産
の
エ
リ

ア
内
で
の
婚
活
事
業
共
催
な

ど
考
え
て
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

平
成
25

年
79
件
、
平
成
26
年
90
件
、

平
成
27
年
74
件
（
町
外
も
含

む
人
口
動
態
調
査
で
の
婚
姻

数
）
で
あ
る
。
具
体
的
に
は

実
施
し
て
い
な
い
。
い
ろ
ん

な
機
会
で
若
い
人
達
の
集
い

や
交
流
の
場
の
提
供
・
周
辺

市
町
と
の
連
携
も
視
野
に
い

れ
て
検
討
し
て
い
く
。

�

議
員　

有
田
へ
の
転
入
・
転

出
が
わ
か
る
デ
ー
タ
は
。
佐

大
新
学
部
の
開
設
、
日
本
遺

産
の
活
用
な
ど
明
る
い
話
題

も
あ
る
。
今
後
移
住
・
定
住

に
ど
の
よ
う
な
企
画
が
あ
る

か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

平
成
27

年
転
入
者
４
２
１
人
、
転
出

者
４
７
５
人
、
54
人
の
転
出

超
過
で
あ
る
。
大
学
で
の
キ

ャ
ン
パ
ス
祭
の
支
援
、
ま
た

総
合
戦
略
の
推
進
の
な
か
で

大
学
と
の
連
携
、
交
流
の
場

を
作
っ
て
い
き
た
い
。

�

議
員　

実
際
に
移
住
・
定
住

さ
れ
た
方
に
よ
る
と
有
田
町

は
と
て
も
子
育
て
が
し

や
す
い
の
で
、
と
い
う

方
が
多
い
。
子
育
て
し

や
す
い
町
を
全
面
に
押

し
出
し
Ｐ
Ｒ
は
で
き
な

い
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

そ

の
必
要
は
あ
る
と
思
う
。

人
情
、
地
区
の
繋
が
り

な
ど
も
含
め
た
積
極
的

な
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

�

議
員　

有
田
町
移
住
支

援
空
き
家
補
助
金
改
修

制
度
が
今
回
の
補
正
で

あ
る
が
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

こ
の
事

業
は
中
古
物
件
を
改
修
さ
れ

る
際
へ
の
補
助
。
移
住
者
向

け
の
制
限
付
き
。
空
き
家
の

活
用
と
利
用
促
進
と
い
う
こ

と
で
こ
の
制
度
を
計
画
し
た
。

��

▽
450
年
、500
年
の
構
想
を

�

議
員　

50
年
後
、
１
０
０
年

後
を
構
想
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
有
田
の
大
き
な
推
進

力
に
な
る
は
ず
。
時
の
人
に

よ
っ
て
変
わ
ら
ず
普
遍
的
な

矢
印
が
必
要
で
は
。
構
想
委

員
会
の
立
ち
上
げ
が
非
常
に

重
要
だ
と
思
う
。
個
別
の
捉

え
方
も
あ
る
が
、
400
年
の
反

省
も
踏
ま
え
今
後
の
有
田
を

ど
う
す
る
の
か
。

�

町
長　

今
後
の
在
り
方
を
研

究
、
戦
略
的
に
計
画
を
立
て

て
い
る
。
一
つ
の
地
域
、
産

業
の
振
興
、
繁
栄
に
繋
が
っ

て
い
く
も
の
、
ま
た
そ
れ
を

育
む
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
行
政
の
仕
事
だ
。

◇
そ
の
他

　

�

有
田
の
「
文
化
的
景
観
」 ▲子ども議会を終えての一枚（H23.1.17)
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答

内山地区の無電柱化事業
�　「設計に入る地権者同意は取れたのか」

10

同意者75人、不同意者19人、不明者8人

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

内
山
の
無
電
柱
化

▲内山の町並み（伝統的建造物群保存地区）

�

議
員　

国
・
県
の
事
業
は
一

度
決
ま
っ
た
ら
社
会
情
勢
が

変
わ
っ
て
も
中
々
中
断
さ
れ

ず
税
金
が
無
駄
使
い
さ
れ
る
。

�
県
道
泉
山
大
谷
線
の
今
ま
で

の
事
業
費
と
継
続
し
た
場
合

の
費
用
見
込
み
は
。

�

建
設
課
長　

約
5
億
円
で
、

今
後
の
工
事
費
は
20
億
を
超

え
る
見
込
み
で
あ
る
。

�

議
員　

費
用
対
効
果
の
検
証

と
将
来
の
想
定
な
し
で
建
設

を
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
。

�

町
長　

今
回
の
工
事
は
距
離

が
短
く
効
果
は
出
て
い
な
い

と
思
う
。
今
後
は
県
と
話
し

あ
っ
て
進
め
る
。

議
員　

無
電
柱
化
も
経
済
効

果
を
よ
く
検
討
し
た
上
で
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
歩
道
も

な
く
狭
い
街
路
で
の
無
電
柱

化
は
問
題
も
多
く
、
６
６
０

０
Ｖ
の
地
上
機
器
は
公
道
に

設
置
で
き
ず
、
民
地
の
軒
下

な
ど
に
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。

５
月
の
地
元
説
明
会
で
地
権

者
に
同
意
を
求
め
た
内
容
は
。

�

ま
た
、
同
意
す
る
条
件
と
し

て
、
健
康
被
害
等
の
補
償
も

同
意
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

の
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

①
実
施

設
計
に
入
る
同
意
②
用
地
測

量
・
家
屋
調
査
の
同
意
③
地

上
器
設
置
場
所
の
如
何
を
問

わ
ず
話
合
い
に
応
ず
る
同
意

の
3
点
で
あ
る
。

�

議
員　

内
山
地
区
の
総
区
長

3
人
は
無
電
柱
化
に
反
対
か

疑
問
の
意
向
で
あ
る
。
地
権

者
の
同
意
は
取
れ
た
の
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

道
路
沿

線
の
地
権
者
は
１
０
２
人
で
、

同
意
者
75
人
、
不
同
意
者
19

人
、
不
明
者
8
人
で
あ
る
。

�

議
員　

機
器
を
設
置
す
る
場

所
の
地
権
者
全
て
か
ら
の
同

意
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

�

地
権
者
に
は
借
地
人
・
借
家

人
も
含
ま
れ
る
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

全
て
の

同
意
が
必
要
で
あ
り
、
設
置

の
基
本
は
土
地
の
買
収
で
あ

る
。
借
地
人
等
と
も
丁
寧
に

対
応
す
る
。

���

議
員　

内
山
の

下
水
道
工
事
は

28
年
度
に
設
計
、

29
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
工

事
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
無
電

柱
化
の
工
事
予

定
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
課

長　

実
施
設
計

に
入
る
前
に
、

無
電
柱
化
協
議

会
の
承
認
を
受

け
配
線
計
画
を

経
た
上
で
早
く

と
も
10
月
以
降

に
詳
細
設
計
に
入
る
。
工
事

は
そ
の
後
と
な
る
。

�

議
員　

無
電
柱
化
の
工
事
に

約
3
年
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
片
側
通
行
な
い
し

全
面
通
行
止
め
も
想
定
さ
れ

て
い
る
。
店
舗
に
対
す
る
営

業
補
償
の
問
題
は
な
い
の
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
時
点

で
は
考
え
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
。

�

議
員　

無
電
柱
化
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
景
観
が
良
く
な

る
こ
と
で
の
観
光
客
の
増
加

と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
で
も

内
山
に
は
駐
車
場
や
飲
食
店

が
不
足
し
て
観
光
客
を
迎
え

入
れ
る
体
制
が
で
き
て
い
な

い
の
で
、
無
電
柱
化
し
て
も

大
し
た
経
済
効
果
は
期
待
で

き
な
い
。
泉
山
大
谷
線
の
二

の
舞
と
な
ら
な
い
よ
う
熟
慮

し
て
事
業
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
無
電
柱
化
の
み
で

観
光
客
が
増
加
し
た
事
例
を

知
っ
て
い
る
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

知
ら
な

い
が
、
無
電
柱
化
事
業
の
み

で
内
山
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
て
い
こ
う
と
は
考

え
て
い
な
い
。
町
の
特
徴
を

磨
き
あ
げ
て
い
く
た
め
に
、

景
観
を
保
全
し
防
災
上
の
機

能
を
高
め
て
い
く
電
線
地
中

化
が
有
効
と
考
え
進
め
て
い

る
。

�

議
員　

12
月
議
会
で
、
「
内

山
に
は
歩
道
が
な
く
６
６
０

０
Ｖ
の
機
器
を
店
舗
内
や
玄

関
わ
き
に
設
置
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
大
し
た
効
果
の
な
い

景
観
美
化
に
莫
大
な
費
用
を

掛
け
る
よ
り
、
住
民
の
健
康

不
安
に
思
い
を
や
る
べ
し
」

と
の
質
問
に
対
し
、
「
一
連

の
指
摘
に
つ
い
て
関
係
者
と

協
議
し
、
地
中
化
の
方
向
性

を
だ
す
」
と
答
弁
さ
れ
た
。

半
年
以
上
を
経
過
し
た
今
、

一
定
の
方
向
性
は
だ
さ
れ
た

か
。

�

町
長　

県
内
で
無
電
柱
化
さ

れ
て
い
る
機
器
の
電
磁
波
を

調
査
さ
せ
た
結
果
、
人
体
に

影
響
な
い
と
判
断
し
た
。

�

議
員　

電
磁
波
に
よ
る
健
康

被
害
も
含
め
、
無
電
柱
化
の

費
用
対
効
果
や
道
路
が
狭
い

た
め
の
工
事
の
困
難
性
な
ど

総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
無

電
柱
化
事
業
は
中
止
す
べ
き

で
あ
る
。
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 落葉等の堆積で富栄養化が進んでいる

名水百選の龍門ダム

�なぜ緑色に汚濁しているのか

池田 榮次議員

龍
門
ダ
ム
湖
の
汚
濁

�

な
ぜ
湖
水
が
緑
色
な
の
か

�

議
員　

景
観
に
満
ち
た
龍
門

峡
は
、
避
暑
が
て
ら
の
家
族

連
れ
や
そ
う
め
ん
流
し
の
若

者
で
賑
わ
う
観
光
地
だ
っ
た
。

堰
堤
の
清
流
で
泳
ぎ
も
で
き

た
。
名
水
百
選
の
清
流
ダ
ム

が
な
ぜ
緑
色
な
の
か
。

�

上
下
水
道
課
長　

岩
盤
の
表

土
が
薄
い
有
田
ダ
ム
と
は
違

い
、
龍
門
ダ
ム
は
堆
積
し
た

落
葉
等
に
よ
る
富
栄
養
化

( 　

１)

で
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
異
常
に
増
え
て
水
深
50

㎝
程
ま
で
緑
色
に
な
っ
て
い

る
。

�( 　

１)

富
栄
養
化　

堆
積
物
等

の
発
酵
で
水
中
の
窒
素
や
リ
ン

が
増
え
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
発
生
し
や
す
い
。

�

�

生
活
用
水
へ
の
影
響

�
�議

員　

合
併
後
は
、
仏
ノ
原

ま
で
は
有
田
ダ
ム
。
岳
・
切

口
の
一
部
を
除
く
旧
大
山
地

区
は
今
で
も
龍
門
ダ
ム
が
生

活
用
水
。
原
水
を
飲
む
に
は

躊
躇
す
る
ほ
ど
の
汚
濁
だ
。

ア
オ
コ
の
弊
害
も
公
表
さ
れ

て
い
る
。
飲
用
・
生
活
用
水

と
し
て
の
影
響
が
心
配
だ
。

�

上
下
水
道
課
長　

水
道
用
水

は
、
水
深
5
・
７
ｍ
の
２
号

と
10
・
２
ｍ
の
３
号
取
水
口

か
ら
採
水
し
、
水
道
法
に
基

づ
い
て
浄
化
・
滅
菌
し
て
送

水
す
る
の
で
心
配
な
い
。

������������

安
全
・
安
心
の
給
水
対
策
を

�
�議

員　

管
理
棟
付
近
は
浮
遊

物
が
停
滞
し
、
ダ
ム
の
奥
は

土
砂
で
中
洲(

川
中
島)

が
で

き
て
い
る
。
管
理
が
悪
い
の

で
は
。
管
理
権
（　

２
）
を
も

つ
佐
賀
県
に
、
安
全
・
安
心

の
給
水
対
策
を
強
く
求
め
て

欲
し
い
。

�

上
下
水
道
課
長　

龍
門
ダ
ム

の
水
利
権
は
伊
万
里
市
が
95

・
６
％
、
有
田
は
4
・
４
％

に
過
ぎ
な
い
。

　

�

伊
万
里
市
と
の
合
意
を
得

て
県
に
、
堆
積
物
の
除
去
や

落
葉
の
流
入
防
止
ネ
ッ
ト
の

増
設
、
除
去
器
の
設
置
等
を

求
め
た
い
。

�( 　

２)

ダ
ム
の
管
理
権　

有
田

ダ
ム
は
昭
和
36
年
に
、
龍
門
ダ

ム
は
昭
和
50
年
に
完
成
し
た
県

営
ダ
ム
。
共
に
管
理
権
は
佐
賀

県
に
あ
る
。

��

統
廃
合
等
の
方
向
性

�
�議

員　

町
の
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
で
は
20
年

間
で
、
延
床
面
積
の
約
11
％

を
縮
減
す
る
と
あ
る
。
具
体

的
な
方
向
性
が
読
め
な
い
。

�

町
長　

施
設
の
維
持
や
解
体

に
も
多
く
の
費
用
が
要
る
。

施
設
の
老
朽
度
や
耐
震
性
・

利
用
度
等
で
統
廃
合
等
の
縮

減
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

町
の
施
設
は
全
て
町
民
の
も

の
。
町
民
や
議
会
か
ら
、
ど

こ
を
ど
う
し
た
い
の
か
提
案

を
受
け
た
い
。

�

全
町
民
に
よ
る
情
報
共
有

�
�議

員　

総
務
省
は
、
「
自
治

体
の
施
設
は
所
管
の
施
設
類

で
管
理
さ
れ
、
全
庁
的
な
情

報
共
有
が
な
い
」
と
し
、
適

正
規
模
や
管
理
計
画
、
実
施

方
針
等
の
情
報
を
、
議
会
や

住
民
と
も
共
有
す
る
必
要
性

を
提
言
し
て
い
る
。

� 　

町
民
の
「
近
く
に
あ
れ
ば

便
利
」
的
な
感
覚
を
払
拭
し

な
い
と
計
画
は
頓
挫
す
る
。

町
長
の
答
弁
は
、
町
民
の
声

を
聞
く
機
会
を
作
る
と
理
解

し
て
良
い
の
か
。

�

町
長　

そ
の
通
り
だ
。

� 　

�

利
用
者
の
減
少
影
響

�
�議

員　

昭
和
52
年
か
ら
平
成

52
年
の
推
計
人
口
は
35
％
も

減
る
。
人
口
が
減
れ
ば
利
用

者
も
減
り
、
税
収
も
落
ち
る
。

人
口
減
少
と
縮
減
率
の
整
合

性
を
示
す
べ
き
だ
。

�

財
政
課
長　

総
務
省
の
住
民

1
人
当
た
り
の
床
面
積
3
・

42
㎡
と
現
有
施
設
の
更
新
を

今
後
60
年
間
で
想
定
し
た
縮

減
率
は
33
％
だ
が
、
20
年
間

で
は
約
11
％
と
な
る
。
全
国

平
均
の
厳
し
い
縮
減
率
を
採

用
し
た
。
ご
理
解
願
い
た
い
。

�(

参
考
）
現
町
有
面
積
は
約
10
・

3
万
㎡
。
う
ち
、
約
40
％
が
学

校
施
設
。

��「
外
か
ら
目
線
」
の
助
言

�
�議

員　

専
門
家
の
「
外
か
ら

目
線
」
の
助
言
も
無
駄
で
は

な
い
と
思
う
が
。

�

町
長　

現
有
施
設
を
町
民
が

ど
う
判
断
す
る
か
に
あ
る
。

費
用
対
効
果
を
実
感
す
る
私

達
が
判
断
す
れ
ば
よ
い
。

����

景
観
作
物
や
オ
リ
ー
ブ
を

�

議
員　

庁
舎
南
の
棚
田
を
思

わ
せ
る
空
き
地
に
、
景
観
作

物
や
オ
リ
ー
ブ
の
植
栽
を
試

み
て
は
ど
う
か
。

�

総
務
課
長　

旧
庁
舎
跡
地
に

隣
接
し
た
傾
斜
地
を
、
棚
田

の
原
風
景
に
活
用
し
た
も
の

と
思
う
。
過
去
、
農
業
ま
つ

り
や
棚
田
カ
フ
ェ
ー
な
ど
に

活
用
し
た
。
オ
リ
ー
ブ
を
含

め
、
景
観
作
物
や
農
産
物
等

で
棚
田
の
原
風
景
を
模
索
し

た
い
。

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

庁
舎
南
の
棚
田
風
空
き
地

▲土石の堆積で浅くなった龍門ダム

注 注

注

注



松永 俊和議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

上有田駅の「トイレ水洗・洋式化」を

12

公共下水道に合せ水洗化を検討する

有
田
町
観
光
振
興
策

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

上
有
田
駅
周
辺
の
環
境
整
備

�

議
員　

最
近
は
地
域
の
み
な

さ
ん
が
地
域
活
性
化
を
目
的

に
上
有
田
駅
を
利
用
し
、
駅

前
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
駅
カ
フ
ェ

な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
春

の
陶
器
市
に
は
た
く
さ
ん
の

お
客
様
が
利
用
さ
れ
る
が
、

秋
の
陶
磁
器
ま
つ
り
や
有
田

焼
創
業
400
年
事
業
な
ど
を
契

機
に
、
上
有
田
駅
周
辺
に
お

客
様
が
回
遊
さ
れ
る
事
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

� 　

観
光
で
の
お
も
て
な
し
の

要
素
で
「
食
事
処
・
休
憩
所

・
ト
イ
レ
」
こ
の
３
点
の
整

備
は
必
要
で
あ
る
。

�������　

有
田
駅
の
ト
イ
レ
で
は
駅

構
内
は
Ｊ
Ｒ
管
理
で
、
通
り

沿
い
の
ト
イ
レ
は
町
で
水
洗

や
洋
式
化
な
ど
行
い
管
理
し

て
い
る
。
上
有
田
駅
の
ト
イ

レ
は
「
古
く
て
、
臭
い
が
す

る
」
と
お
客
様
の
苦
情
が
多

く
聞
か
れ
た
。
観
光
推
進
の

た
め
に
も
「
ト
イ
レ
」
の
水

洗
化
や
洋
式
化
を
。

�

商
工
観
光
課
長　

上
有
田
駅

の
ト
イ
レ
は
大
正
５
年
に
設

置
さ
れ
た
。
以
降
、
改
修
等

し
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
職
員
が
清
掃

し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
Ｊ

Ｒ
側
で
は
大
幅
な
改
修
や
取

り
壊
し
な
ど
の
計
画
は
な
い
。��

地
域
住
民
が
町
お
こ
し
の
た

め
に
駅
を
活
用
し
活
動
さ
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
公
共
下

水
道
の
供
用
開
始
が
平
成
31

〜
33
年
に
予
定
し
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
に
ト
イ
レ
や
周
辺

整
備
を
含
め
Ｊ
Ｒ
側
と
協
議

し
て
行
く
。

�

議
員　

で
き
る
だ
け
早
く
水

洗
化
・
洋
式
化
を
。
平
成
31

年
〜
33
年
に
は
下
水
道
は
整

備
で
き
る
か
。

�

上
下
水
道
課
長　

予
定
通
り

進
め
て
い
る
。

�

�

石
場
周
辺
の
環
境
整
備

�
�議

員　

有
田
観
光
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
泉
山
石
場
と
石
場

神
社
、
先
人
陶
工
の
碑
か
ら

石
場
庭
園
の
周
遊
道
を
巡
り
、

明
治
期
の
石
場
相
撲
場
へ
の

散
歩
道
を
整
備
す
れ
ば
有
田

旅
の
物
語
と
し
た
印
象
が
強

く
残
る
の
で
は
。
400
年
継
続

事
業
と
し
て
整
備
が
で
き
な

い
か
。

�

商
工
観
光
課
長　

石
場
庭
園

を
含
む
石
場
周
辺
に
つ
い
て

は
町
や
石
場
組
合
で
年
に
数

回
除
草
作
業
等
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
観
光
案
内
サ
イ

ン
を
整
備
し
て
い
く
。
観
光

客
も
増
加
し
て
い
る
の
で
、

環
境
整
備
に
つ
い
て
石
場
組

合
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

旧
石
場
へ
の
散
歩
道
整
備
は
、

都
市
公
園
と
し
て
「
白
磁
ケ

丘
公
園
整
備
事
業
」
で
整
備

を
し
た
。
新
た
に
散
歩
道
や

手
す
り
設
置
な
ど
の
事
業
は

町
の
単
独
事
業
で
行
う
こ
と

に
な
る
。
整
備
や
維
持
管
理

費
用
な
ど
の
検
討
が
必
要
だ
。

�
�議

員　

観
光
客
に
有
田
旅
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
散

歩
道
や
ス
ロ
ー
プ
ま
た
庭
園

に
陶
石
を
敷
く
な
ど
整
備
が

で
き
な
い
か
。

�

町
長　

石
場
は
採
石
場
で
あ

る
。
ま
た
入
場
す
る
に
は
安

全
対
策
が
必
要
だ
。
旧
相
撲

場
へ
は
子
ど
も
や
高
齢
者
に

は
危
険
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
観
光
客
を
入
れ
る

の
は
問
題
が
あ
る
。
庭
園
に

陶
石
利
用
で
あ
る
が
、
現
在

も
陶
石
で
販
売
を
し
て
い
る

の
で
、
理
解
し
て
ほ
し
い
。

駐
車
場
か
ら
遊
歩
道
へ
の
安

全
対
策
を
検
討
し
た
い
。

��

日
本
遺
産
認
定
後
の
施
策

�
�議

員　

長
崎
県
・
佐
賀
県
の

６
市
２
町
で
構
成
。
「
肥
前

窯
業
圏
」
活
性
化
推
進
協
議

会
事
業
で
協
議
会
組
織
が
設

立
、有
田
町
独
自
の
施
策
は
。

�

商
工
観
光
課
長　

今
の
と
こ

ろ
は
特
に
な
い
。
各
庁
舎
等

に
横
断
幕
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
。
関
連
の
「
情
報
発

信
事
業
」
「
魅
力
発
信
推
進

事
業
」
は
こ
れ
か
ら
だ
。

�
�議

員　

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

に
有
田
か
ら
は
窯
業
界
の
代

表
が
参
加
し
て
い
な
い
、
各

市
町
と
今
後
の
方
針
や
連
携

を
取
る
に
は
窯
業
界
代
表
も

最
初
か
ら
参
加
し
、
磁
器
発

祥
の
地
「
有
田
」
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
取
る
べ
き
だ
。

�　

�

そ
の
他
の
質
問

�

◇
有
田
波
佐
見
乗
り
合
い
タ

　

ク
シ
ー
と
は

�

◇
有
田
・
嬉
野
市
連
携
事
業

　

検
証

�

◇
天
狗
谷
窯
跡
整
備
状
況
は

▲賑わう上有田駅

▲旧相撲場へ登る入口道

▲上有田駅トイレ



一

般

質

問

13

町
政
を

徹
底
追
求
！

答 予算にも限りがあるので理解してほしい

町道維持管理費の増額はできないか

原田 一宏議員

町
道
の
維
持
・
管
理

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

�

議
員　

町
内
に
は
９
８
２
路

線
２
８
８
・
６
㎞
の
町
道
が

あ
る
が
、
路
面
の
デ
コ
ボ
コ

や
陥
没
、
歩
道
際
の
雑
草
等

が
多
く
見
ら
れ
る
。
町
道
の

点
検
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

�

建
設
課
長　

職
員
が
現
場
に

出
て
点
検
し
て
い
る
。
異
常

が
あ
っ
た
箇
所
の
写
真
等
を

と
り
、
補
助
事
業
で
緊
急
性

や
安
全
性
を
考
慮
し
、
交
通

量
や
舗
装
状
態
が
悪
い
箇
所

か
ら
優
先
順
位
を
つ

け
て
舗
装
修
繕
を
実

施
し
て
い
る
。

�

議
員　

路
面
補
修
の

要
望
は
各
地
区
長
か

ら
申
請
が
出
さ
れ
る

と
思
う
が
、
取
り
上

げ
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
の
対
応
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

�

建
設
課
長　

返
事
は

し
て
い
る
が
、
い
つ

に
な
る
と
の
期
日
ま

で
の
明
言
は
し
て
い

な
い
。

�

議
員　

年
間
の
維
持
管
理
に

２
０
０
０
万
円
位
か
か
っ
て

い
る
が
、
多
く
の
町
道
整
備

の
た
め
に
予
算
の
増
額
は
で

き
な
い
か
。

�

建
設
課
長　

予
算
に
も
限
り

が
あ
る
の
で
理
解
し
て
ほ
し

い
。
緊
急
の
場
合
は
補
正
で

対
応
し
て
い
る
。

�

議
員　

消
え
か
か
っ
て
い
る

白
線
の
整
備
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

�

建
設
課
長　

通
学
路
の
白
線

や
横
断
歩
道
な
ど
規
制
に
係

る
路
面
表
示
は
、
交
通
安
全

上
、
重
要
と
考
え
て
い
る
。

�

議
員　

国
道
・
県
道
の
補
修

要
請
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

�

建
設
課
長　

町
か
ら
の
延
長

の
長
い
舗
装
補
修
は
直
接
要

請
は
な
い
が
、
地
区
か
ら
の

要
請
は
、
地
区
の
意
向
を
進

達
し
て
、
町
か
ら
も
国
・
県

に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。�

��

議
員　

昨
年
度
は
３
億
２
８

９
９
万
円
の
寄
付
金
が
あ
っ

た
が
、
今
年
度
（
４
月
〜
８

月
）
の
状
況
は
。

�

総
務
課
長　

４
月
か
ら
８
月

末
迄
で
、
１
億
１
５
６
５
万

円（
３
２
３
２
件
）
で
あ
る
。

�

議
員　

５
千
円
か
ら
９
９
０

万
円
以
上
迄
の
返
礼
品
は
２

１
２
品
目
上
が
っ
て
い
る
。

希
望
が
多
い
の
は
、
食
品
（

肉
類
や
米
）
だ
が
、
農
産
品

の
掲
載
が
少
な
い
状
況
で
あ

る
。
農
産
品
を
も
う
少
し
掲

載
し
て
は
ど
う
か
。

�

町
長　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
試
験
栽
培

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
、
今

年
か
ら
佐
賀
大
の
先
生
に
も

入
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
よ

う
だ
。

議
員　

寄
付
金
の
利
用
使
途

の
状
況
は
。

�

総
務
課
長　

今
年
度
は
基
金

（
400
年
事
業
は
除
く
）
か
ら

３
１
０
０
万
円
充
当
し
、
小

中
学
校
関
連
に
１
８
７
０
万

円
、
生
涯
学
習
関
連
に
６
７

０
万
円
、
保
育
園
関
連
等
に

１
９
０
万
円
充
当
し
て
い
る
。

議
員　

寄
付
金
の
利
用
計
画

は
。

�

総
務
課
長　

納
税
者
の
用
途

指
定
（
５
項
目
）
を
基
本
に

し
て
い
く
が
、
具
体
的
に
決

定
し
た
も
の
は
な
い
。

議
員　

県
内
で
も
赤
字
（
寄

付
金
の
額
よ
り
控
除
の
額
が

上
回
る
）
に
な
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題
点

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
ふ
る
さ
と
納
税
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

�

総
務
課
長　

昨
年
か
ら
掲
載

を
始
め
た
の
で
、
現
状
の
ま

ま
継
続
し
て
い
き
た
い
。

�

議
員　

会
議
所
や
ま
ち
づ
く

り
公
社
と
連
携
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

�

町
長　

町
産
品
を
中
心
に
納

税
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ま
た
有
効
に
使
え
る

体
制
を
考
え
て
い
き
た
い
。

�　��

議
員　

今
年
の
窯
業
界
の
主

要
組
合
の
共
販
事
業
は
、
１

０
０
％
を
超
え
て
い
る
よ
う

だ
が
、
特
定
の
メ
ー
カ
ー
・

商
社
が
底
上
げ
を
し
て
お
り
、

全
体
と
し
て
は
厳
し
い
状
況

の
よ
う
だ
。
国
・
県
の
補
助

で
は
な
く
、
町
単
独
の
支
援

策
は
な
い
の
か
。

�

商
工
観
光
課
長　

様
々
な
事

業
を
通
し
て
、
今
後
の
有
田

焼
を
ど
う
し
て
い
く
か
を
考

え
る
協
議
が
多
く
な
さ
れ
て

い
る
。
業
界
・
行
政
・
関
係

者
が
議
論
し
合
え
る
場
を
作

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

�

議
員　

町
は
生
産
体
制
の
基

盤
作
り
、
販
売
体
制
の
基
盤

作
り
の
要
と
な
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

窯

業

支

援

▲陥没のある町道
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般

質
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答

野良猫の餌やりに自粛を

14

広報などで増加させない工夫を周知する

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

野
良
猫
対
策

�

議
員　

以
前
か
ら
野
良
猫
に

対
し
餌
や
り
や
、
放
置
猫
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。

�
住
民
環
境
課
長　

町
民
か
ら

の
苦
情
も
増
え
て
お
り
、
昨

年
度
５
件
だ
っ
た
の
が
今
年

度
は
も
う
17
件
と
な
っ
て
い

る
。

議
員　

野
良
猫
の
害
と
し
て

１
、
排
泄
物
の
扱
い

�

２
、
雄
猫
の
ス
プ
レ
ー
行
為

　
　

に
よ
る
匂
い

�

３
、
発
情
期
の
鳴
き
声

�

４
、
家
へ
の
入
り
込
み

�

５
、
車
等
へ
の
被
害

�

６
、
交
通
事
故
へ
の
影
響

�

な
ど
が
あ
る
。
町
で
は
ど
の

様
な
対
策
を
取
っ
て
い
る
の

か
。

�

住
民
環
境
課
長　

飼
い
主
に

は
首
輪
の
徹
底
と
室
内
飼
育

の
奨
励
、
野
良
猫
へ
の
餌
や

り
の
禁
止
な
ど
広
報
を
通
じ

周
知
に
努
め
て
い
る
。

�

議
員　

猫
は
年
２
回
の
繁
殖

で
２
〜
６
匹
の
子
を
産
む
と

い
わ
れ
、
法
的
に
は
取
り
締

ま
る
法
律
は
な
く
、
有
田
ダ

ム
周
辺
に
は
よ
く
捨
て
猫
や

餌
や
り
の
人
が
来
て
い
る
。

近
隣
の
方
は
迷
惑
を
受
け
て

い
る
。
報
道
等
で
地
域
猫
活

動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
当

町
で
の
対
応
は
。

�

住
民
環
境
課
長　

地
域
猫
と

は
、
野
良
猫
に
対
し
、
地
域

住
民
の
共
同
飼
育
で
給
餌
行

為
や
清
掃
活
動
を
行
い
、
ま

た
不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
地

域
住
民
の
長
期
に
わ
た
る
世

話
と
理
解
が
必
要
と
な
る
。

�

議
員　

地
域
猫
対
策
で
不
妊

・
去
勢
手
術
が
あ
る
が
、
費

用
と
町
補
助
の
金
額
は
い
く

ら
か
。

�

住
民
環
境
課
長　

去
勢
で
約

1
万
円
、
不
妊
で
２
〜
３
万

円
く
ら
い
で
町
補
助
は
１
件

３
千
円
。

�

議
員　

28
年
度
予
算
は
い
く

ら
か
。

�

住
民
環
境
課
長　

80
匹
分
の

予
算
を
つ
け
て
い
る
が
１
件

当
た
り
の
補
助
額
を
増
や
す

よ
う
考
慮
す
る
。

�

議
員　

餌
を
与
え
て
い
る
人

は
、
か
わ
い
そ
う
と
思
い
与

え
て
い
る
と
思
う
。
猫
に
と

っ
て
は
そ
の
場
は
い
い
が
将

来
的
に
は
ど
う
な
る
か
、
又

地
域
の
迷
惑
な
ど
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
町
側
も
餌
や

り
の
方
を
特
定
し
て
根
気
強

く
説
得
す
べ
き
で
は
。

�

住
民
環
境
課
長　

特
定
は
で

き
る
の
で
今
後
も
区
役
員
さ

ん
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
引

き
続
き
広
報
活
動
や
説
得
を

続
け
る
。

�

議
員　

動
物
と
同
居
す
る
こ

と
で
精
神
面
・
健
康
面
で
も

プ
ラ
ス
に
な
る
事
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。
是
非
、
動
物
を

飼
う
人
は
責
任
と
愛
情
を
持

っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
み
る

覚
悟
で
接
し
て
い
た
だ
き
た

い
。　

�

議
員　

被
害
状
況
は
。

�

建
設
課
長　

町
道
関
係
11
カ

所
、農
業
関
係
合
計
35
カ
所
。

議
員　

災
害
修
復
状
況
は
。

�

建
設
課
長　

今
議
会
で
補
正

を
お
願
い
し
て
い
る
。

議
員　

民
家
や
宅
地
な
ど
の

被
害
は
。

�

建
設
課
長　

把
握
し
て
い
な

い
。

�

議
員　

白
川
の
稲
荷
神
社
の

法
面
が
崩
落
し
て
い
る
が
対

応
は
ど
う
す
る
。

�

建
設
課
長　

神
社
な
ど
の
被

害
に
つ
い
て
は
町
で
は
助
言

し
か
で
き
な
い
。

�

議
員　

場
所
に
も
よ
る
が
二

次
被
害
が
想
定
さ
れ
る
よ
う

な
箇
所
で
は
町
が
手
を
差
し

伸
べ
る
べ
き
で
は
。

�

町
長　

行
政
と
し
て
大
災
害

以
外
は
管
轄
外
と
捉
え
て
い

る
の
で
、
地
区
か
ら
の
要
請

に
は
助
言
す
る
と
い
う
立
場

に
し
か
な
い
。

議
員　

前
向
き
な
助
言
を
期

待
す
る
。
又
、
台
風
10
号
で

は
北
陸
・
北
海
道
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
例

え
ば
避
難
準
備
情
報
の
発
令

で
は
、
高
齢
者
等
の
避
難
準

備
開
始
が
理
解
さ
れ
ず
大
き

な
被
害
と
な
っ
た
。
今
後
命

令
・
警
報
等
発
令
の
際
は
、
わ

か
り
易
い
説
明
を
お
願
い
す

る
。

�

総
務
課
長　

４
段
階
の
命
令

の
出
し
方
が
あ
る
。
住
民
、

区
長
等
に
わ
か
り
や
す
く
す

る
。

�

議
員　

避
難
場
所
の
鍵
問
題

は
。

�

生
涯
学
習
課
長　

事
前
に
職

員
が
開
錠
す
る
。

�

総
務
課
長　

先
日
の
台
風
の

際
は
「
婦
人
の
家
」
１
ヵ
所

を
避
難
場
所
と
し
た
。

6
月
の
大
雨
時
の
対
応

▲問題化している野良猫

▲白川稲荷神社の崩落法面



一

般
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問
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 各学校の適切な場所に掲示するよう協議する

「町民憲章」各小・中学校長室への掲示を

浦川 友喜議員

町

民

憲

章

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

�

議
員　

憲
章
文
は
全
世
帯
に

配
布
さ
れ
た
と
の
こ
と
、
こ

れ
ま
で
の
認
識
度
は
。

�
町
長　

本
庁
舎
入
口
と
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
入
口
に
設
置

し
て
い
る
。
町
民
の
皆
様
に

活
躍
し
て
頂
く
た
め
に
、
広

報
な
ど
を
通
し
伝
え
て
い
く
。

�

議
員　

素
晴
ら
し
い
憲
章
が

施
行
さ
れ
た
が
、
町
長
室
、

教
育
長
室
に
は
掲
示
し
て
あ

る
の
か
。

�
町
長　

掲
示
し
て
い
な
い
。

�

教
育
長　

掲
示
し
て
い
な
い
。

�

議
員　

町
長
室
、
教
育
長
室

に
は
掲
示
し
な
く
て
も
い
い

と
思
う
か
。

�

教
育
長　

掲
示
す
る
よ
う
に

す
る
。

�
�議

員　

町
長
室
に
は
来
客
も

多
い
、
掲
示
し
て
頂
き
た
い
。

教
育
長
室
に
掲
示
さ
れ
る
な

ら
、
各
小
中
学
校
の
校
長
室

に
も
掲
示
し
て
は
ど
う
か
。

�

教
育
長　

各
学
校
の
適
切
な

場
所
に
掲
示
し
て
い
く
よ
う

に
協
議
し
て
い
く
。

��

議
員　

あ
る
町
で
は
、

町
長
室
、教
育
長
室
、

町
公
民
館
、
体
育
館
、

会
議
室
、議
長
室
、
議

員
研
修
室
等
に
掲
示

さ
れ
、
区
長
会
で
は

35
名
の
区
長
さ
ん
が

憲
章
文
を
読
み
上
げ

た
あ
と
に
会
議
を
開

催
さ
れ
る
。
各
地
区

の
公
民
館
等
へ
の
掲

示
を
お
願
い
し
て

は
。

�

総
務
課
長　

総
区
長

会
に
お
願
い
し
て
み

る
。

�
�議

員　

事
業
所
、
商
店
等
へ

の
掲
示
の
お
願
い
は
。

�

総
務
課
長　

ま
ず
は
公
民
館

等
へ
の
お
願
い
を
先
に
し
て
、

事
業
所
等
に
お
い
て
は
希
望

者
が
あ
れ
ば
配
布
し
た
い
。

�
�議
員　

広
報
有
田
等
で
年
に

二
度
程
度
記
載
し
て
は
。

�

総
務
課
長　

実
施
す
る
。

���

▽
泉
山
磁
石
場
（
観
光
）

�
�議

員　

佐
賀
県
の
石
に
陶
石

が
選
定
さ
れ
た
が
。

�

商
工
観
光
課
長　

日
本
地
質

学
会
が
5
月
10
日
を
地
質
の

日
と
し
て
、
47
都
道
府
県
で

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
に
産
出
、

発
見
さ
れ
て
い
る
岩
石
、
鉱

物
、
化
石
等
を
県
の
石
と
し

て
初
め
て
選
定
さ
れ
た
。
今

回
、
岩
石
部
門
に
泉
山
陶
石

が
選
ば
れ
た
。
２
０
１
８
年

全
国
の
石
の
本
を
出
版
さ
れ

る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

�
�議

員　

泉
山
陶
石
の
取
り
組

み
は
。

�

商
工
観
光
課
長　

400
年
を
機

に
、
一
部
の
方
が
泉
山
陶
石

だ
け
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。

窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
も
研

究
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

�
�議

員　

磁
石
場
の
観
光
客
が

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
、
４

〜
５
尺
ぐ
ら
い
の
職
人
尽
し

の
大
絵
皿
を
400
年
事
業
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
は
。

�

町
長　

観
光
を
産
業
と
し
て

い
く
に
は
ま
だ
ま
だ
整
備
の

分
が
多
い
の
で
、
点
の
整
備

を
進
め
て
い
く
。
た
だ
物
づ

く
り
だ
け
で
な
く
物
語
を
含

め
て
で
き
れ
ば
と
思
う
。

�
�議

員　

通
年
観
光
を
目
指
し

た
磁
石
場
の
夜
間
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は
。

�

商
工
観
光
課
長　

例
年
秋
の

陶
磁
器
ま
つ
り
期
間
に
実
施
。

磁
石
場
内
で
は
な
く
、
紅
葉

が
見
ら
れ
る
磁
石
場
組
合
事

務
所
前
か
ら
資
料
館
前
ま
で

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
11
月
19

・
20
日
に
実
施
す
る
予
定
。

�
�議

員　

桜
の
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
約
40
年
間
、
６
千
本
以

上
の
桜
の
苗
木
を
寄
贈
し
て

頂
い
た
、
今
年
も
400
年
事
業

の
中
で
４
０
０
本
の
苗
木
を

寄
贈
し
て
頂
い
て
い
る
。
２

０
０
本
が
陶
山
神
社
に
植
樹

さ
れ
、
２
０
０
本
が
残
っ
て

い
る
と
聞
く
が
。

�

商
工
観
光
課
長　

昨
年
先
人

陶
工
碑
の
所
に
、
し
だ
れ
桜

を
植
樹
し
て
頂
い
た
。
残
り

２
０
０
本
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
と
場
所
の
選
定
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

�

▽
伝
統
的
建
物
群

�
�議

員　

耐
震
の
対
策
は
。

�

文
化
財
課
長　

耐
震
対
策
の

強
制
は
で
き
な
い
。
異
人
館

の
よ
う
に
単
独
指
定
の
も
の

は
耐
震
補
強
を
実
施
し
た
。

�

議
員　

中
樽
川
は
伝
建
物
地

域
を
横
断
し
て
お
り
、
大
雨

時
に
は
水
が
溢
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
河
川
の
改
修
を
お
願

い
す
る
。

���

議
員　

進
捗
状
況
は
。

�

学
校
教
育
課
長　

実
施
設
計

は
完
了
。
今
年
度
は
一
部
基

礎
工
事
を
実
施
、
予
算
決
定

後
、
住
民
説
明
会
を
実
施
す

る
。

観
光
と
行
政

有
田
小
学
校
改
築

▲10周年記念式典で町民憲章を披露する曲川小4年生（2016.3.5）



手塚 英樹議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

「アリタカラ」掲載の空き家の販売状況は

16

登録は19軒で4軒が成約（9月5日時点）

▽
周
知
啓
発
活
動
は

議
員　

今
回
の
試
算
で
今
後

２
０
１
６
年
〜
２
０
５
５
年

の
40
年
間
に
公
共
施
設
の
建

て
替
え
や
見
直
し
な
ど
に
約

３
７
８
億
円
。
年
平
均
で
９

億
円
と
大
き
な
予
算
が
必
要

に
な
る
。
そ
こ
で
公
共
施
設

有
効
活
用
の
た
め
、
町
民
へ

の
啓
発
活
動
も
必
要
で
あ
る

が
現
在
の
取
り
組
み
は
。

�

財
政
課
長　

総
合
管
理
計
画

本
編
と
概
要
版
を
１
０
０
部

作
成
。
一
般
へ
の
広
報
は

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
。

�

議
員　

広
報
誌
で
も
知
ら
せ

て
欲
し
い
。

�

▽
実
効
性
の
あ
る
庁
内
組

　

織
の
構
築
と
は

�

議
員　

管
理
統
括
す
る
部
署

の
設
置
を
考
え
て
い
る
か
。

�

財
政
課
長　

審
議
会
等
は
考

え
て
い
な
い
。
実
行
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
次
期
有
田

町
総
合
計
画
の
策
定
作
業
が

本
年
度
か
ら
始
ま
る
の
で
連

動
し
て
内
容
を
詰
め
た
い
。

▽�

公
共
施
設
の
長
期
利
用

　

を
考
え
木
造
建
築
に

議
員　

元
の
有
田
小
学
校
は

木
造
で
約
１
０
０
年
使
っ
て

い
た
。
公
共
施
設
に
保
守
・

管
理
が
し
や
す
い
木
造
建
築

を
取
り
い
れ
て
は
。

�

町
長　

私
の
自
宅
も
１
０
０

年
経
っ
て
い
る
。
木
造
建
築

は
、
建
物
の
十
分
な
管
理
を

行
え
ば
長
寿
命
も
可
能
で
あ

る
。
今
後
の
住
宅
政
策
と
合

わ
せ
て
考
え
る
。

���
議
員　

有
田
町
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
ア
リ
タ
カ
ラ
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
空
き
家
物
件

の
販
売
状
況
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

空
き
家

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
現

在
登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
は

19
件
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
４

件
が
成
約
に
至
っ
て
い
る
。

内
訳
は
、
町
外
か
ら
の
移
住

が
３
件
、
町
内
在
住
の
方
が

１
件
で
あ
る
。

▽
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
ア

　

ク
セ
ス
数
は

�

議
員　

物
件
が
増
え
る
と
ア

ク
セ
ス
数
も
増
え
る
と
考
え

る
が
現
在
の
状
況
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

平
成
27

年
11
月
に
立
ち
上
げ
た
。
11

月
時
の
ア
ク
セ
ス
は
約
９
４

７
件
、
８
月
は
１
８
５
０
件
。

延
べ
で
は
６
１
８
９
件
、
閲

覧
数
は
９
７
６
３
件
と
６
月

以
降
が
増
加
し
て
い
る
。

▽
空
き
家
改
修
補
助

�

議
員　

中
古
住
宅
購
入
時
の

改
修
補
助
50
万
円
の
実
施
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

有
田
町

移
住
支
援
空
家
改
修
補
助
金

と
し
て
10
月
１
日
施
行
で
９

月
末
ま
で
に
購
入
さ
れ
た
物

件
は
対
象
に
な
ら
な
い
。

�

議
員　

こ
の
補
助
は
、
空
き

家
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に

登
録
さ
れ
た
も
の
が
対
象
か
。

�
ま
ち
づ
く
り
課
長　

登
録
さ

れ
た
も
の
だ
け
で
あ
る

�

▽
国
の
空
き
家
購
入
補
助

　

と
の
合
算
は

�

議
員　

国
で
も
中
古
住
宅
取

得
補
助
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

40
歳
未
満
の
方
が
取
得
し
、

耐
震
改
修
す
れ
ば
最
大
65
万

円
ま
で
の
補
助
を
す
る
法
案

が
９
月
の
国
会
に
提
出
さ
れ

る
。
国
の
補
助
と
有
田
町
の

補
助
は
合
算
で
き
る
の
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

有
田
町

の
補
助
に
は
諸
々
の
条
件
は

あ
る
。
国
と
同
じ
対
象
の
重

複
し
て
補
助
は
で
き
な
い
。

▽�

店
舗
用
の
賃
貸
情
報
を

議
員　

住
宅
を
店
舗
用
に
賃

貸
す
る
情
報
も
充
実
を
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
ア
リ
タ
カ
ラ
」
に
は

住
宅
だ
け
で
は
な
く
工
場
、

倉
庫
、
工
房
も
掲
載
す
る
。

店
舗
用
も
検
討
し
た
い
。
起

業
、
創
業
支
援
事
業
も
商
工

観
光
課
で
進
め
て
い
る
。

�����

議
員　

２
０
２
０
年
か
ら
英

語
が
小
学
３
年
生
か
ら
必
修

化
、
小
学
５
年
生
か
ら
教
科

化
さ
れ
て
い
る
が
、
有
田
の

取
り
組
み
は
。

�

教
育
長　

２
０
１
１
年
か
ら

５
・
６
年
生
必
修
で
週
１
時

間
行
っ
て
い
る
。
２
０
２
０

年
か
ら
５
・
６
年
生
は
教
科

書
を
使
っ
た
授
業
に
な
る
。

先
生
の
英
語
能
力
を
高
め
る

研
修
を
考
え
て
い
る
。
中
学

校
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

町
内
の
校
長
に
英
語
教
育
に

お
い
て
県
内
で
第
一
人
者
も

い
る
。
国
際
交
流
員
も
い
る

の
で
、
一
緒
に
取
り
組
み
た

い
。

�

議
員　

日
本
と
韓
国
は
英
語

が
通
じ
な
い
国
と
言
わ
れ
て

い
た
。
韓
国
で
は
１
９
９
７

年
か
ら
英
語
教
育
を
小
学
３

年
生
か
ら
行
っ
た
結
果
、
英

語
が
通
じ
る
国
と
な
っ
た
。

有
田
の
子
ど
も
た
ち
が
外
国

の
観
光
客
と
挨
拶
が
で
き
る

様
に
な
っ
て
欲
し
い
。

�

教
育
長　

日
本
語
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
事
で

あ
る
が
、
外
国
の
方
と
も
相

対
し
て
話
が
で
き
る
子
供
に

な
っ
て
欲
し
い
。

議
員　

子
ど
も
た
ち
が
英
語

嫌
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。

有
田
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
対
策

小
学
校
英
語
教
育



一

般

質

問
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 オーダーメイド方式で販売

梶原 貞則議員

雇
用
の
場
の
確
保

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

�

議
員　

昨
年
度
、
総
務
省
が

発
表
し
た
人
口
動
態
調
査
に

よ
る
と
、
国
内
の
人
口
は
１

億
２
６
１
６
万
３
５
７
６
人

で
、
前
年
比
で
約
27
万
人
減

っ
た
。
出
生
数
は
１
９
７
９

年
の
調
査
開
始
以
降
で
最
少

の
１
０
０
万
３
５
５
４
人
だ

っ
た
。
町
村
の
９
割
で
人
口

が
減
る
一
方
、
東
京
圏
へ
の

一
極
集
中
が
さ
ら
に
進
ん
で

い
る
。
有
田
で
も
、
人
口
の

流
入
と
流
出
の
差
が
こ
の
５

年
間
で
約
５
０
０
人
に
も
及

ん
で
い
る
。
有
田
町
の
人
口

統
計
で
は
、
２
０
１
０
年
の

２
万
９
２
９
人
が
２
０
１
５

年
２
万
１
１
７
人
と
な
っ
て

お
り
、
５
年
間
で
８
１
２
人

の
減
、
１
年
間
平
均
で
１
６

２
人
の
減
で
あ
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
今
年
つ
い
に
２
万

人
を
下
回
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
こ
の
人
口
減
少
を
で

き
る
だ
け
少
な
く
し
、
ま
た

食
い
止
め
、
逆
に
増
加
へ
転

ず
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
若
者
の
流

出
回
避
の
た
め
の
労
働
環
境

の
整
備
、
企
業
誘
致
が
不
可

欠
で
あ
る
。

� 　

合
併
以
前
の
西
有
田
町
で

は
、
前
原
工
業
団
地
の
企
業

誘
致
を
行
い
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
合
併
後
も

有
田
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
も
あ
る
。
そ
の
概
要
は
。

�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

前
原
工

業
団
地
に
は
、
昭
和
61
年
か

ら
８
社
の
進
出
が
あ
り
、
従

業
員
数
は
３
５
９
人
で
あ
る
。

有
田
工
業
団
地
に
は
、
平
成

18
年
タ
カ
タ
九
州
が
進
出
さ

れ
、
従
業
員
数
は
１
２
７
人

で
あ
る
。

�

議
員　

武
雄
市
で
は
、
平
成

18
年
か
ら
10
年
間
で
９
社
の

企
業
立
地
が
あ
り
、
５
３
２

人
を
雇
用
し
て
い
る
。
波
佐

見
町
で
は
平
成
23
年
３
月
に

長
崎
キ
ャ
ノ
ン
の
企
業
立
地

が
あ
り
、
現
在
１
０
９
０
人

を
雇
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

佐
賀
県
内
で
は
、
誘
致
企
業

の
た
め
に
14
カ
所
の
工
業
団

地
が
あ
り
、
こ
の
10
年
間
で

１
８
４
の
企
業
立
地
、
１
万

９
８
４
人
の
雇
用
を
実
現
し

て
い
る
。
ま
た
、
県
も
各
市

町
と
連
携
し
て

企
業
誘
致
策
を

行
っ
て
い
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
敷
地
の

概
要
や
写
真
を

紹
介
し
て
い
る

が
、
有
田
の
南

部
工
業
団
地
だ

け
が
拓
か
れ
ず
、

山
林
の
ま
ま
の

掲
載
で
あ
る
。

立
地
し
よ
う
と

す
る
企
業
は
、

や
は
り
そ
の
土

地
と
、
周
り
の

環
境
を
見
て
、

判
断
す
る
の
で
は
な
い
か
。

一
日
も
早
く
開
発
し
、
早
期

の
企
業
誘
致
、
若
者
の
雇
用

の
場
の
確
保
を
望
む
。

�

町
長　

山
林
を
開
発
し
て
フ

ラ
ッ
ト
に
し
た
場
合
、
㎡
あ

た
り
の
単
価
が
非
常
に
高
く

な
る
。
ま
た
、
進
出
企
業
の

水
の
使
用
量
に
よ
っ
て
は
、

水
道
工
事
に
８
〜
10
億
円
か

か
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
で
の

販
売
を
行
っ
て
い
る
。

�����������������������

議
員　

今
年
４
月
か
ら
、
佐

賀
大
学
芸
術
地
域
デ
ザ
イ
ン

学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
来

年
４
月
か
ら
学
生
た
ち
が
、

有
田
キ
ャ
ン
パ
ス(

窯
大)

に

や
っ
て
く
る
。
佐
賀
の
本
庄

キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
間
に
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
佐
大
生
は
、

佐
賀
市
に
住
ん
で
有
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
通
う
こ
と
と
、
有

田
町
に
住
ん
で
本
庄
キ
ャ
ン

パ
ス
に
通
う
こ
と
の
ど
ち
ら

か
選
択
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。
有
田
の
住
環
境
を
整
備

し
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

有
田
町
民
と
の
交
流
が
生
ま

れ
、
情
報
活
用
が
で
き
る
と

思
う
。
ま
た
、
し
ば
ら
く
で

も
有
田
に
住
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
有
田
の
フ
ァ
ン
に
な
り

応
援
団
に
な
る
こ
と
と
思
う
。

サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
有
田
や
公

営
住
宅
の
空
室
を
格
安
で
提

供
し
て
は
い
か
が
か
。

�

町
長　

佐
賀
大
学
と
し
て
有

田
町
に
ど
う
い
う
こ
と
を
望

む
の
か
、
ま
た
、
町
と
し
て

大
学
に
ど
う
い
う
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
佐
大
の
（
宮
崎
）

学
長
と
話
し
て
い
る
。
具
体

性
が
で
て
、
総
合
的
に
判
断

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

��

そ
の
他
の
質
問

�

◇
健
康
寿
命
増
進
策

▲南部工業団地予定地（ポーセリンパーク入口から撮影）

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画



蒲原 多三男議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

観光振興の取り組みは

18

各方面とも連携し情報発信していく

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

観

光

振

興

観
光
振
興
計
画
の
現
況
は

�

議
員　

今
年
は
「
日
本
磁
器

誕
生
・
有
田
焼
創
業
400
年
」

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

た
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌

等
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
有
田
が
こ
れ

ま
で
に
は
な
い
程
に
注
目
を

集
め
て
い
る
。
次
へ
の
飛
躍

の
チ
ャ
ン
ス
だ
が
、
現
在
の

観
光
振
興
計
画
の
状
況
と
有

田
町
を
訪
れ
て
い
る
観
光
客

の
数
は
。

�

商
工
観
光
課
長　

有
田
町
総

合
計
画
書
に
基
づ
き
商
工
業
、

農
林
業
の
推
進
と
と
も
に
観

光
の
推
進
が
あ
る
。
平
成
27

年
作
成
の
有
田
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
の
中

に
も
観
光
振
興
が
あ
る
。
来

訪
者
が
平
成
27
年
は
、
２
５

４
万
２
千
人(

内
、
陶
器
市

１
２
１
万
人)

で
、
平
成
26

年
か
ら
20
万
人
の
増
加
。
こ

れ
は
中
国
か
ら
の
ク
ル
ー
ズ

船
に
よ
る
来
町
者
と
み
て
い

る
。

�

議
員　

観
光
来
訪
者
の
数
値

目
標
は
。

�

商
工
観
光
課
長　

現
時
点
で

は
当
面
の
目
標
と
し
て
２
５

０
万
人
以
上
の
維
持
で
あ
る
。

来
町
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
県
内
・
30
％
、
九

州
内
・
45
％
、
そ
の
他
25
％

(

海
外
含
む)

と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
各
地
域
別
の
目
標
を

た
て
た
い
。

��

観
光
関
連
団
体
と
の
連
携
は�

議
員　

商
工
観
光
課
が
連
携

を
と
っ
て
い
る
関
連
団
体
と

し
て
は
ど
こ
か
。
ま
た
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

�

商
工
観
光
課
長　

有
田
観
光

協
会
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公

社
、
有
田
商
工
会
議
所
で
あ

る
。
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社

は
平
成
27
年
4
月
に
国
の
関

連
機
関
で
あ
る
「
地
域
経
済

活
性
化
推
進
機
構
」
や
県
内

の
全
金
融
機
関
で
組
織
さ
れ

た
佐
賀
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン

ド
の
支
援
を
受
け
て
設
立
し
、

主
に
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
有
田
観

光
協
会
と
は
、
週
一
回
定
期

的
に
打
ち
合
わ
せ
、
商
工
会

議
所
と
ま
ち
づ
く
り
公
社
と

は
事
業
の
展
開
に
応
じ
、
そ

の
都
度
連
携
し
て
い
る
。
陶

磁
器
事
業
者
や
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
各
種
団
体
と
も
観
光

協
会
の
企
画
委
員
会
等
を
通

じ
て
協
議
し
て
い
る
。

�

議
員　

観
光
の
町
・
有
田
を

目
指
す
な
ら
組
織
、
人
材
づ

く
り
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

�

町
長　

各
方
面
と
の
連
携
の

中
で
人
づ
く
り
を
す
る
。
行

政
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
は

や
る
。
観
光
の
点
と
面
の
整

備
は
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

�
�

『
有
田
フ
ァ
ン
』

づ
く
り
と

『
お
も
て
な
し
』の

町
実
現
は

�

議
員　

地
方
創
生
総

合
戦
略
で
有
田
フ
ァ

ン
づ
く
り
と
お
も
て

な
し
の
ま
ち
実
現
へ

の
現
在
進
行
形
の
も

の
は
。

�

商
工
観
光
課
長　

400

年
有
田
の
魅
力
展
や
、

首
都
圏
で
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
し
て
、
有

田
フ
ァ
ン
を
増
や
す

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
協
会
と
連
携
し
て
韓
国

や
台
湾
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
進
め
て
い
る
。

�
�
�

ま
ち
づ
く
り
課
長　

若
い
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
移
住

定
住
を
含
ん
だ
有
田
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成
す

る
予
定
だ
。

��

外
国
の
方
向
け
へ
の

Wi
ー
Fi
等
の
環
境
整
備
は

�

議
員　

外
国
人
観
光
客
の
誘

致
に
対
応
す
る
体
制
や
環
境

の
整
備
は
ど
う
か
。

�

商
工
観
光
課
長　

観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
既
存
の
英
語
、

韓
国
語
、
中
国
語
に
加
え
、

今
年
度
に
タ
イ
語
版
の
作
成

を
予
定
し
て
い
る
。
Wi
ー
Fi

の
環
境
は
町
の
施
設
で
は
整

備
を
進
め
て
い
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

�

コ
ー
ド
EX
の
活
用
を

�

議
員　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

か
ざ
す
と
多
言
語
の
中
か
ら

自
分
の
国
の
言
葉
を
選
べ
る

コ
ー
ド
EX
と
い
う
も
の
が
発

明
さ
れ
た
が
、ど
う
思
う
か
。

�

商
工
観
光
課
長　

準
備
が
必

要
だ
。
そ
の
コ
ー
ド
が
使
え

た
ら
便
利
だ
と
思
う
。

▲九陶から見た有田町駅前風景



一

般

質

問
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 農業再生協議会で計画していく

耕作放棄の未然防止策は

今泉 藤一郎議員

稲
作
農
業
の
今
後

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▽
農
地
中
間
管
理
機
構
の

　

登
録
状
況
と
将
来
展
望

�

議
員　

佐
賀
県
と
町
・
農
業

委
員
会
・
Ｊ
Ａ
等
で
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
公
益
社

団
法
人　

佐
賀
県
農
業
公
社

へ
の
町
内
の
登
録
状
況
は
。

農
林
課
長　

平
成
27
年
度
は

貸
付
５
人
、
借
受
け
２
人
で

契
約
は
済
ん
で
い
る
。
今
年

度
は
貸
付
６
人
で
、
借
受
け

２
人
が
登
録
さ
れ
契
約
に
向

け
て
取
り
組
む
。

�

議
員　

農
地
を
借
り
た
い
人
、

貸
し
た
い
人
は
ど
の
様
な
手

続
き
を
行
え
ば
良
い
の
か
、

ま
た
、
固
定
資
産
税
は
。

�

農
林
課
長　

公
社
ま
た
は
町

に
相
談
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

利
用
権
設
定
は
５
年
以
上
か

ら
行
え
る
。
貸
付
期
間
が
10

年
、
15
年
の
場
合
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
一
定
期

間
、
税
が
軽
減
さ
れ
る
。

議
員　

「
自
分
で
、
農
地
の

借
受
け
者
を
探
す
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
が
、
ど

の
様
な
方
法
を
用
い
る
の
か
。

�

農
林
課
長　

公
社
も
貸
付
け

る
と
き
は
、
農
業
委
員
会
や

Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
議
し
て
、
集

落
営
農
と
か
担
い
手
が
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
貸
し
出
す
。
先

ず
は
農
林
課
に
相
談
を
。

�

議
員　

平
成
30
年
か
ら
減
反

政
策
が
廃
止
さ
れ
、
加
え
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
結
果
に
よ
る

米
価
の
下
落
は
避
け
て
通
れ

な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

農
家
の
耕
作
意
欲
は
減
退
す

る
。
多
面
的
機
能
を
持
つ
稲

作
文
化
が
衰
退
し
崩
壊
し
て

行
く
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ

り
明
ら
か
だ
。
耕
作
放
棄
地

が
出
現
す
る
が
、
国
・
県
・

特
に
町
は
何
か
防
止
す
る
手

段
を
考
え
て
い
る
か
。

�

農
林
課
長　

減
反
・
補
助
金

は
全
廃
に
な
る
が
、
農
業
再

生
協
議
会
で
計
画
を
し
て
い

く
。
こ
れ
以

外
の
交
付
金

も
あ
る
と
思

う
の
で
、
認

定
農
業
者
・

集
落
営
農
組

織
の
拡
大
強

化
に
取
り
組

む
。
経
営
体

の
無
い
農
業
者
に
対
し
て
は

飼
料
用
稲
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
、
飼
料

用
米
等
の
推
進
を
図
る
。

�

▽
有
田
町
の
考
え
と
対
処

議
員　

自
身
が
病
気
や
ケ
ガ

等
を
し
た
場
合
は
必
要
と
す

る
作
業
が
で
き
な
く
な
る
。

そ
こ
で
、
作
業
委
託
が
で
き

る
組
織
を
町
主
導
で
Ｊ
Ａ
な

ど
と
協
議
し
て
結
成
で
き
な

い
か
。

�

町
長　

農
事
組
合
法
人
・
認

定
農
業
者
で
し
て
も
ら
う
。

又
、
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
中
で
検
討
を
行
う
。

�

議
員　

山
間
に
面
し
た
集
落

で
は
何
か
と
課
題
・
問
題
が

あ
る
の
で
、
各
集
落
へ
出
向

き
協
議
、
説
明
を
。

農
林
課
長　

そ
の
よ
う
に
す

る
。

��

議
員　

介
護
保
険
料
の
推
移

は
。

�

健
康
福
祉
課
長　

左
表
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

������������

議
員　

年
額
で
10
万
円
近
く
、

又
、
超
え
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
一
般
会
計
か
ら
、
法

定
外
の
繰
り
入
れ
が
必
要
と

考
え
る
。

�

議
員　

亡
く
な
る
直
前
ま
で

自
宅
で
過
ご
し
、
最
期
に
病

院
に
運
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ご
自
宅
で
の
看
取
り
は
鳥
栖

市
が
19
・
５
％
、
伊
万
里
６

・
９
％
、
武
雄
５
・
７
％
だ

が
、
有
田
の
実
態
は
。

�

健
康
福
祉
課
長　

自
宅
で
の

看
取
り
は
、
厚
労
省
の
平
成

26
年
度
実
施
の
人
口
動
態
調

査
に
よ
る
と
、
全
国
平
均
が

12
・
８
％
だ
が
、
有
田
は
11

・
４
％
。
県
内
で
２
番
目
と

な
っ
て
い
る
。

�

議
員　

費
用
の
抑
制
を
図
る

た
め
自
宅
で
の
介
護
を
強
力

に
推
奨
し
て
い
る
が
、
先
ず

は
訪
問
診
療
体
制
の
更
な
る

拡
充
が
必
要
だ
。
第
一
線
を

退
い
た
医
師
や
看
護
師
の
資

格
を
持
つ
方
に
町
が
相
談
し

て
、
診
療
や
看
護
の
体
制
づ

く
り
が
で
き
な
い
か
。

�

町
長　

訪
問
診
療
・
看
護
を

ど
う
す
る
か
、
医
療
や
介
護

を
ど
う
す
る
か
、
医
療
や
介

護
は
必
ず
支
援
し
、
応
え
た

い
。

�

健
康
福
祉
課
長　

今
、
地
域

支
援
事
業
の
中
で
、
医
療
と

介
護
の
拠
点
づ
く
り
を
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
連
携
室

の
立
ち
上
げ
を
検
討
し
て
い

る
。

▲棚田の原風景

65歳以上月額推移（基準値）　　単位：円

Ｈ12年

Ｈ15年

Ｈ18年

Ｈ21年

Ｈ24年

Ｈ27年

旧　有　田 旧 西 有 田

3,366 3,012

3,992 3,023

3,165 2,841

有田町（合併後）

4,612

5,792

6,121

現在年額　73,452

介
護
保
健
制
度
改
正
に

対
す
る
対
応
と
課
題
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　�委員会構成議員13人　　委員長　梶原貞則　　副委員長　原田一宏

�

��

�

▲ロクロの手ほどきを受ける小学生

記念セレモニー委員会

有田の魅力展委員会

▲李参平の末裔によるトークショー

▲フードコーディネイタートークショー ▲絵付け指導（何を描こうかなあ？）



佐賀大学有田キャンパス誕生
佐賀大 宮崎学長との意見交換

21

�　�8月11日(木)から11月27日(日)までの約3カ

月間、九州陶磁文化館で人間国宝と三右衛門に

よる器で食事ができるUSEUM ARITAが開催さ

れています。

�　佐賀県の有田焼創業400年グループリーダー

志岐理事から「有田町議会として顔を出しても

らい盛り上げてほしい」との要望があり、全員

協議会でその旨を報告し、参加できる議員で訪

問・会食をしてきました。当日は朝御膳予約と

なりました。私たち有田の人間にとっても、特

別な器での食事体験は初めてでしたので、貴重

な時間を過ごすことができました。

�　11月27日（日）まで開催されているので、ま

だの方はぜひ足をお運びください。同時に特別

企画展「日本磁器誕生」も開催中です。　

　7月5日、佐賀大学（吉永達雄学長補佐・小坂

智子芸術地域デザイン学部長）から有田町及び

町議会への表敬訪問を受けた。8月19日には町

議会も佐大の宮崎耕治学長を表敬訪問し（正副

議長・総務・文厚各委員長）、佐大や芸術地域デ

ザイン学部との関わりや学生の交流を通した町

づくり・後継者育成について意見を交わした。

�　学長も講義・連携授業や有田の町・企業・町

民との交流を通して、地域創生に貢献できる人

材の育成や高い専門性を有した窯業人材の養成

を目指し、学生本人のスキルアップを望んでお

られた。さらに、芸術地域デザイン学部のみな

らず、農学部や理工学部セラミック関係科・医

学部とも連携して、それらの技術力のアップや

医療の充実を図っていきたいとのことであった。

�　また、大学病院の食器を深川製磁の食器に変

えたところ、患者・職員のみならず外部の方に

も好評であったと伺い、有田焼に精通され好印

象を持っておられると感じた。

子どものための企画委員会

あ り フ ェ ス 委 員 会

美味しい食事を堪能

USEUM ARITA 訪問（8/12）

▲議員有志で会食 ▲宮崎佐大学長と
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富
山
県
議
会
の
政
務
活
動

費
の
不
正
使
用
が
問
題
化
し
、

富
山
市
議
会
に
も
飛
び
火
し

て
新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ
て
い

る
。
私
に
も
、
不
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使
用
し

て
い
な
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か
問
い
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を
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く
が
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有
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は
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政

務
活
動
費
は
な
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し
か
し
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議
員
と
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を
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と
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て
は
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の
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は
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襟
を
正
す
必
要
が
あ
る
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た
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　■ 議長交際費支出状況　（平成28年７月～９月）

項　目 支出額（円） 備　　　考件数

会　費 ２１，０００ 知事・市町議会議長懇話会ほか４件5

雑　費 ２５，４００ 委員会行政視察土産ほか２件3

合　計 ４６，４００8

　

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の

一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

本会議を傍聴することができ

ます。ご希望の方は議会事務

局へお問い合わせ下さい。

　　　　　　　☎46－2117

議会傍聴について

政務活動費とは

　�地方自治法に基づき、地方議員の調査研究やその他の活動に役立てる経費の一部として、自治体か

ら議会における会派や議員に対し公費として支給される費用。調査研究・研修・広報・陳情活動・会

議・資料作成・資料購入・事務費・事務所費・人件費などと幅広く、これらの活動にかかる委託費用

・交通費・宿泊代なども含まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本大百科全書）

※ただし、有田町には政務活動費の支給はない。

「
陶
祖
李
参
平
記
念
碑
」
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て

松　

尾　

文　

則

▲移転式典参加メンバー

�

10
月
５
日
に
韓
国
公
州
市

で
行
わ
れ
た
「
陶
祖
李
参
平

記
念
碑
」
移
転
式
典
に
、
山

口
町
長
・
深
川
商
工
会
議
所

会
頭
・
磁
石
場
組
合
議
会
藤

本
議
長
な
ら
び
に
末
裔
に
あ

た
ら
れ
る
金
ケ
江
さ
ん
ら
７

人
で
出
席
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
に
有
田
町
民

と
有
田
町
・
佐
賀
県
・
有
田

磁
石
場
組
合
か
ら
約
６
９
０

０
万
円
の
寄
付
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
た
記
念
碑
が
道
路
拡

張
工
事
で
、
１
キ
ロ
程
離
れ

た
場
所
に
１
３
０
０
坪
の
公

園
を
建
設
し
、
そ
の
中
心
部

に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

公
州
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
こ
そ
公
州
市
の
方
々

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
歓
迎
ム

ー
ド
で
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
と
な

り
ま
し
た
が
、
碑
文
の
内
容

問
題
で
調
整
に
数
年
が
か
か

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
調
整
役
を
し
て
い
た

だ
い
た
方
が
、
韓
国
陶
磁
文

化
協
会
前
会
長
（
有
田
町
名

誉
町
民
）
の
金
基
衡
氏
で
す
。

大
変
な
ご
苦
労
を
い
た
だ
い

た
金
先
生
も
今
年
６
月
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
、
式
典
前

日
に
、
お
墓
参
り
を
い
た
し
ま

し
た
。
毎
年
、
５
月
の
陶
祖
祭

に
は
韓
国
か
ら
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
親
し
く
お
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
思
い

だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
田
焼
創
業
400
年
祭
の
年

に
、
記
念
碑
の
移
設
と
記
念

公
園
が
竣
工
さ
れ
た
こ
と
も

何
か
の
縁
な
の
で
し
ょ
う
。

�

結
び
に
、
山
口
町
長
も
式

典
で
挨
拶
し
ま
し
た
が
、

「
ま
す
ま
す
、
近
く
て
親
密

な
国
」
と
な
る
よ
う
に
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

▲深川商工会議所会頭と
　記念碑前にて


